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近
年
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あ
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あ
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。
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じ
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Histoire de l'impot en France， t. II， Paris， 1876， p. 

695; P. Clるment，Histoire de la vie et de l'admini-

stratio刊 deColbert， precedee d'zme etude historique 

sur Nicolas Fouquet， Paris， 1846; do.， Histoire de 

Colbert et de son administration， 2 vo1.， Paris 1874. 

中 1) 十ト'"ool nえYーえ o' la sage administration des 
finances'ヤ肱逗JνJ二時。 Ph.Sagnac， La formation 

de la sodete francaise， t. I， Paris， 1945， pp. 54-55. 

y?!時 Q 世~~兵衛星お II制~-;d! 0 AJ，..J ¥-' 1:! ' P. Goubert， Louis 
XIV et viηgt millioηs de francais， Paris， 1966; R. 

Mandrou， La Fraηce au)C XV 1 Ie et XV 1 1 Ie siecles， 

Paris， 1967; do.， Louis X IV en son temps， Paris， 1973. 
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(申) Mandrou， La France ull)C XV 1 Ie et XV 1 1 Ie siecles， 

pp.136-137; do.， Louis XIV， pp.146-150; P. Goub:ert， 
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pOllvoirs，“Col1. U "， Paris， 1973， chap. 7. Revocation de l'edit de Nanfes占laRevollltion， 2 voL， 
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~ ~ .u ~J AJ t-' .-#.eミ心4ごいム向。 )JQ!{(il や ν~ ，. ~必"Z!'

Ibid.， t. 1， pp. 107-114; t. II， PP.773ー777. '"時一 1トヤ

Q~軍令(制~，，9~度。 do. ， Le passe present， Monaco， 1965. 

(由) ~ト11." お c0 Q 民r;:{\占拠t<経ベJ~fjj 令<..\Jil ~ミきごい官支持 4眠時

C制緩JG. Chaussinand-Nogaret， Les financiers de 
Langued oc au XV 1 1 Ie siecle， Paris， 1970; J. Dent， 

Crius in Fi向。nce:Crow時，Financiers and Society， 
Newton Abbot， 1973. 
C~皇制 J J Dent， An Aspect of the Crisis of the 

Seventeenth Century: The Collapse of the Financial 

Administration of the French Monarchy (1653-61)， 

Ec.H.R.， 2nd Ser.， VoL XX， No. 2， 1967 (~ドー， Dent， 

art. 1. ..\J~苦 1偲); do.， The Role of Client色Iesin the 

Financial EIite of France under Cardinal Mazarin， 

in French Government and Society 1500-1850， Ed. by 

J. F. Bosher， London， 1973 (~ト， Dent， art. II. ..¥J 

2まIi.¥a); Chaussinand-Nogaret， CapitaI et structure 

soci也Iesous l'Ancien R岳gime，A開ηales，E. S， C.， 25e 

Annee， nO 2， 1970; D. Dessert， Finances et soc泌氏

au XVIIe siecle: a propos de Ia Chambre de Justice 

de 1661， Aηηales， E. S. C.， 2ge Annee， nO 4， 1974 (~ 

ト， Dessert， art. I. -'J管問); D. Dessert et J. -L. 

Journet， Le lobby Colbert: un royaume， ou une affaire 

de famiIIe?， An勿ales，E. S. C.， 30. Annee， nO 6，1975 

(~ドー， Dessert， art. II. ..¥J ~日程); D. Dessert， Pou. 

voir et finance au XVIIe siecle : la fortune du Cardinal 

Mazarin， Rev. d'hi~t. mod. et co四temp.，t. XXIII， 1976 

(~ド-' Dessert， art. II I...\J笹h7~)O
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\ir ~J ..¥Jj安"(ν 二時。 Ch.Loyseau， Traite des ordres 

et simples dignitez， ed. 1707， cit邑parJ. F. Bosher， 

Chambre de J ustice in the French Monarchy， in 

French Government and Society 1500-1850， p. 23. r¥ 
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滋兵...;' t{' 毒盟主lj鰻5まペヲ室長話Eぶ副総J投手当ユ Q千.;' 護学 ~1 泌

総 ~H安 \.0:ト 11>\-， Q 例制 F\':-1、入，)， ~ムlJ後冷 'J 付記号眠時 o 'J 

Q 峨~ ~t やム ν 士三， 1千枚百三 Q~思喪主J4終盤50 ちト絞殺経 11 伊奈;

早退必雑誌~おうご N l'守弘 λ~ <l J w1く霊トイIJ~豊年世~ 1111-! r 
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条主L"書きと時!¥ヤ恥入示時台 i総奈良…一」
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日間弐j将テ('0 受診 Q主総長点:t!' 君主'K後ふ m…，)，t， λ ・¥守主与
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事撃・をおぶ怒鳴記事怒..lJ，.J¥.o，けしゃ必>0Q \J~~ぎ y' 器最古在宅子録手書干そ

..lJ，.J与)!l¥句、締結記iELJ ふ4めペJ，.J¥-' ;， >0 oChaussinand-

Noga，ret， op. cit.， en particulier p， 22. ，.J ~ミ，.Jl) Q l(j~Q

4骨毒事窓必$?~定~議事ぷ者三宮いに ，f:j rれ付.. ¥) ..J' 奨擦¥'Jt!約録

。機警捜ムJ ，.J ν~ ~ 'c -\、 λ ふ司会緩誉棄器投烈ぶ 4ト，~ ~$?~哀が害警

づ2i2ユ。

(cn) j!i;絡会話〈∞)Q制緩'f選対会?議義援(:;g::1' Dent， a1't. II; 

Dessert，art. J， a1't. II; ChaussInand-Nogaret，op.cit. 

十く事i耳~~tくや'f" 話器涼越正超級係議後養護新，.J.¥-!話語-，Jl' 事主総

話器餅..lJ縫繁華議磁器護崎正-<..lJQ~~監さま' 器設さ緩私磁器出・・〈ム品特

寺44く釈をト者言採l陳

1'> '~割伊千F きこ'{.;や*のて-~.-l、 4寄('.¥-!..lJ ~IIU ，.，Ç; 

* >00 Y. Durand， Les fermiers generaux au XV [[[e 
siecle， paris， 1971， p. 78 et話qq.，暗nparticulier pp 

80--81. .{:ヨ.;r?' -<:信感霊感級会， 1草;ll，.J.(2-<厳罰百社長;~>0 Bl:'緩召Eま去

さ三主主，.0ト，.J.，9 1 喜善童手J ささおユ。~ミ~..lJ，.Jνささ， Martin， op. 
cit.， p. 16; Dessert， art. II， p. 1324. 

主主11'。結nt，art. II; J.…し Bourgeon， Les Colberτ 
avant Colbert， Paris， 1973; G.。母than，M azarin et ses 
amis， Paris， 1968.け QJ-t!!¥必協定義?;!' IEt;:2 r¥於え当《時:役

会話線，":，"1'j >(¥¥'J-¥投 V.de Forbonnai詰，Recherches 

et w勿μderatio抵ssur les finances de Fra勿cedepuis 

1595 jl川qu'会l'an銘ee1721， 2 vol吟 E主義le，1758， t. 1， p. 

265. ミ

(ロ〉 務暴言宗室 〈∞) Q ""λ トλ§話芸霊式会議グ J. Lair， Nicolas 

Foucquet， 2 vol.， Paris， 1890; Martin， op. cit.;、E.

Esmonin，La taille en Normandie au temp:， de Colbert 
(1661-1683)， Paris， 1913. 

(~) Dent， ar仁 II;do.， Crisis in F向。梓ce;Dessert，art. 

1， <1rt， II. 考書1))，' ~室長遣事長主ベJ ，.Jト;' Fr. DOrniむ，Louis 

Berryer， agent de Mazarin et de Colbert， Ca記n，1968. 

れとミてーえ ν笠 G. Mongrるdien，• Colbert 

1619-1683， paris， 1部3.'長崎ト申込F 五五詰をおおII毛Jν;，必;，
QV 緩銀総絞ぷ臣賞ム>O~:t!事長気持子QO
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(~) *獲 Q iII司H->t:'ト，干支 Q~民総..J ~l収薬品"-1トペ;';1 11 護士告さ，.J le r，占gnede Louis XIV， publ. par G. B. Depping， 

~ --O Q 0 Dessert， art. 1，器nn思xe1，2，3; art. II， annex母 4vol.， Paris， 1850~1855; Catalogue des partisans， 

L 議要綱 Qq究家事長信~t: lh 平支，.>Jil;〆今語家 1':j l{ð~ 1' 主 J QJ日間ね縫 dans Choi1C des Mazarinades， publ. par Ch. Moreau， 

仔l1~-+:~ム (14空軍Q組 (::'3) -，;041急援)0 t. 1， Pari話， 1853， pp， 113-139. 
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C
滅
的
立

M
a
2
2
5ロ
門
誌
は

。。同阿部持ニ

5M1即
日
仏
書
公
同
M

抑制お

2
に
改
組
さ
れ
た
。
新
一
鶴
間
会
議
は
大
紫
族

や
王
族
を
排
除
し
た
小
規
模
の
会
議
と
な
っ
た
日
顧
問
会
議
の

で
あ
る
が
、
彼
は
い
わ
ば
飾
り
物
に
す
ぎ
ず
実
権
は
な
か
っ
た
。
一
二
人
の

は
コ
ル
ベ

i
ル
と
特
に
親
し
い
人
物
と
一
言
わ
れ
る
。
あ
と
の
一
人

従
来
か

わ
か
民
に
迂
ぜ
ら
れ
た
の
は
グ
イ
ル
ロ
ワ
一
万
的
協
和
誌
の

ZM
円
凶
作
〈
口
宏
司
令
ル

の
う
ち
、
ド
・
々

i
Mソ門問。

ω。
〈
へ
ダ
ヲ
グ
ル

qk戸
-
夜
話

ル3
C
W
D
円同州
W
Z
丹
色
巾
師
州
ル
同
州
知
泊
。
命
的

コ
ル
ベ

lι
げ
で
あ
る
。

る
よ
う
に
、

コ
ル
ベ
!
ル
は
顧
問
官
合

コ
ル
ベ
!
ル
派
い
で
間
関
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
顧
問
会
議
の

予
め
審
議
す
る
財
務
小
会
議
吉
凶
片
山
宮
内
回
目
見
立
5
2
母
出
山
口
患
の
命
的
に
は
二
人
の
財

参
加
す

ヌ
ル
ベ
!
ル
と
マ
ラ
ン
ロ
・

7
Pユ
ロ
で
あ
る
。
ブ
ル
ゴ

j

ニ
ュ
出
身
の
γ

一
ブ
ン
は
一
六

か
ら
有
力
な

L 、フ

る(イ

。‘Lナ
ン
、ン

ニr_

と
し
て
知
ら
れ
て
し、

五

O
年
に

に
就
怪
し
、
中
央
一
財
政
機
構
を

々
の
不
正
行
為
を
行
な
っ
て

マ
ザ
ラ
ン
の
た
め
に
ア
ィ
ナ
ン
シ
エ
と
活
動
を

に
し
て
い
た
コ
ル
ベ

i
ル
は
、

五
七
年
ゴ
ブ
ン
に
詑
姉
妹
を
僚
が
せ

そ
の
後
、
六
五
年
に
コ
ル
ベ
;
ル
が

m
V
C
M
M
円
円
九
三
巾
己
『
鈎
爪
V
H
M
A
W
時
m
w
M

仏
叩
印
同
F
H
M
釦
H
H
n

命的

と、

コ
ル
ベ
!
ル
の
建
兄
弟
に
あ

49 

た
る
オ
ト
マ
ン

タ
お
2
8き
が
財
務
整
脅
官
に

七

ゴ
ブ

γ
、
が
死
亡
す
る
と
コ
ル
ベ

i
ル
の
甥
デ
マ
レ

》
L
F
H
)
巾
由
e

H
M
M
M
W
5
R

が

て
い

は
コ
ル
ベ
;
ル
の
閥
族
に
よ
っ
て
い
ぬ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
ん
住
職
と
し
て
い
ま

せ
な
い
の
は
願
開
会
議
書
記
官
∞
忠
弘

S
R持
仏

z
。
。
ロ
閉
め
む
の
官
職
で
あ
る
。

とは
し願
て詞
三重官
婆ゃ
な実主
役務
割監
を綴
果 1ま
す《と
0(2呉

そな
のり
上、

執
行
を
行
わ
な
い
が
、
会
議
の

裁
決
の

-
朗
読
等
、
補
助
者

の
中
枢
に
い
る

と
か
ら
、
財
政
の

政
府
の
判
断
を
鴻
ネ
く
州
知
り
う
る

の
で
ブ
ィ
ナ
ン
シ
ユ
に
は
特

言
え
よ
う
c

こ
の
官
職
を
保
有
す

に
大
フ
ィ
ナ
ン
シ
誌
と
し
て
名
高
い

L 、
の

は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

浪
人
年
の
段
階
で

町
宮
町
、
町
宮
、
司
令
愛
川
町
に
よ
れ
ば
い
万
一
プ
ン
ト
判
明
の
と
宮
口
宍

カ
ト
ウ
ラ
ン

同り吋・口町民ゆ
E
Hヘ
ボ
シ
品
広

明
，
戸
弱
。
部
訴
は
ぬ
件
、
ブ
ウ
エ

M
・
c
c
出
・
容
器
刊
の
白
人
が

戸
、
、

v

z

L

U

 

ブ

i
ケ
の

北
大
文
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紀
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コ
ル
ベ
ー
ル
と
ツ
ィ
ナ
ゾ
シ
エ

の
一
人
グ
ゥ
ル
ゲ
ィ
ル
し
「
・
出
・
色
合
一
の
O
C
吋
〈
出
向
。
の
メ
ぞ
ワ

l
ル
で
は
、
彼
も
十
鬼

門
時
W
V

宮
殺
な
購
入
し
て
い
る
ハ
と
記
四
人
と
の
潔
係
は
不
明
)
。

ぷ
シ
ャ
ト
ラ
ン
ハ
U
-
m
v
y
m
w
g
z
z
か

ぃ
、
ず
れ
も
知
ら
れ
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
あ
る
が
、

コ
ル
ベ

i
ル
と
人
脈
関
係

を
も
っ

土
、
、
ム
ミ
つ

t
L
T
カ

し
か
し
、

コ
ノレ
/¥  

ノv

に
先
立
っ
て
彼
の

ωmwH3xw円
、
が
ぶ
り
J

品

〈

H
V

の
殺
を
薙
い
だ
。
こ
の

の
し
たブハ
Og ィ
ナ

次
v ン

ニシ
ノ¥ 立ニ

カミ

に
進
出
し
て
い
る
の
が

見
J
九
月
の

に
ベ
ヲ
エ

戸

一
人
と
コ
ル
ベ

i
ル
と
の
関
係
は
五
百
j

に
遡
る
0

・立

γ
ザ
ラ
ン
は
メ

i

ヌ
の
マ
イ
ぷ
ン
ヌ
公
鎮
守
}
購
入
し

一
マ
ザ
ラ
ン
は
こ

る
予
定
で
あ
っ

か
一
推
挙
し
た
。

、
設
の
家
令
コ
ル
ベ

i
ル
は
現
地
を
調
査
し
て

の
科
会
」
説
き
、

に
あ
た
る
者
と
し
て
ベ
リ

芸
品
一
は
ル
・
マ
ン
ハ
メ

i

の
出
身
で
、

で
執
達

.-，-
、ー

い vc:.
た.e'A;
。げさ

工1

/レ

ノレ

見
出
茂、
れ
た

つ
い
で

ぬ
同
.
。
市
町
内
川
の

っ
た
後
、

の

下
ノ
ル
マ
シ
デ
ィ
ー
に
移
住
し

V
M
M
M

諮問山片均一円
i
釦己円同一合コ合同舟刊の

て
製
鉄
所
宕
品

2

は
、
五
五
年
以
降
ブ
ル
、
コ

l
ニ
ュ
、

協
力
し
がf

L、:ホ

るハ i
018ヴ

間エ
時/ン

ニ'-

j愛
吉ま
ノ
一、ヴ
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ル
マ

γ
Jプ
ィ

i
の

ァ
ル
ネ
を
巡
開
削
し
て
γ

ザ
一
フ
ン
の
も
つ
所
領
及
び
修
道
読
の

っ
て
い
わ
噌
ノ
ル

γ
γ
デ
ィ
;
の

に
あ
た
り
コ
ル
ベ
ー
ル
の

に
悩
む
主
権
は
次
々
に
森
林
及
び
森
林
収
入
念
手
放
し
て
い
っ
た
の
で
、

六
五
年
の
調
貨
で

か
に
五
万
円
川
た
時
議
t/;' 
あ
4っ
てた
L 、ヵ:
るお
。}財

こ
の

っ
ι~
フ
ィ
ナ
ン
シ

の
中
心
人
物
が
ベ
ヲ
品
で
あ
り
、

複
合
通
じ
て
コ
ル
ベ

i
ル

し
て
い
た

ベ
ジ
ャ
メ
イ
ユ
は
こ
の

ベ
リ
品
し
し

に
し
て
い
た
ブ
ィ
ナ
ン
シ
旦
で
あ
っ

ル
!
ア
ン
の

の

に
生

ま

は
、
四

0
年
代
米
か
ら
フ
ィ
ナ
ン
シ
ナ
と
し
て
語
数
し
て
い
た
。

mm
九
年
、
飲
料

の

に
参
加
し
、

主主

に
は
ノ

ル
マ
ン
J

ア
ィ
!
の

へ
の
臨
時
税
の

な
っ
て
い

に
、
五
七
年
の
森
林
製
談
契
約
警
に
よ

オ
ル
レ
ア

γ
総

繁
一
目
立
の

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

後
に
、
彼
は
コ
ル

i
ル
家
か

る
こ
と
に
成
功
し



ま
ず
カ
ト
ウ
ラ
ン
が
特
別
裁
判
所
の
追
及
を
う
け
て
職
を
手
放
し
、

下
と
言
わ
れ
る
フ

l
コ
l

]

司。ロ

g巳
件
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
た
。

コ
ル
ベ

l
ル
登
場
と
共
に
書
記
官
職
の
う
ち
、

コ
ル
ベ

l
ル
の
配

ウ
ル
ヴ
ィ
ル
の
も
っ
て
い
た
職
は
、
彼
が
フ
l
ケ
逮
捕
と
共
に
逃
亡
し
た
の
で
、

フ
l
コ
l
は
パ
リ
会
計
院
の
記
録
官
唱
え
岡
山
巾
円
で
あ
っ
た
が
、
特

フ
l
ケ
の
証
拠
書
類
改
ザ
ン
の
中
心
人
物
と
な
っ
て
い
る
句
フ
l
ケ
の
事
務
役
グ

ハ
鈎
)

一
時
ベ
リ
エ
に
委
任
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、

コ
ノレ
J¥  

に
見
込
ま
れ
て
特
別
裁
判
所
の
記
録
官
に
起
用
さ
れ
、

ル
登
場
と
共
に
書
記
官
職
は
コ
ル
ベ
!
ル
と
特
に
緊
符
な
関
係
に
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
ベ
リ
エ
が
委
任
に
よ
っ
て
職
務
執
行
し
て
い
た
職
は
ル

l
ア
ン
総
管
区
総
収
税
官
の

ラ
ン
サ
ン
同
・
l
k
r
・

-NS♀
E
に
売
却
さ
れ
た
。
ラ
ン
サ
ン
は
六
二
年
に
パ
リ
入
市
税
関
口
同
刊
か
ゆ
門
片
岡
M
R
U
の
コ
ミ

S
E
E
-∞
と
な
っ

て
い
る
杓
い
そ
れ
以
前
の
経
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
彼
は
六
五
年
の
罰
金
徴
集
請
負
に
参
加
し
て
お
り
、
叉
、
同

書
記
官
職
の
そ
の
後
の
動
向
を
見
る
と
、

年

コ
ル
ベ

l
ル
の
命
で
設
立
さ
れ
た
主
立
鏡
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

l
ル

V
E
D
E
R
Z
2
5苫
目
。
色

g
E
R
g
含
呂
町
。
町
田
の
主
要
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
見
て
、

51 

彼
は
コ
ル
ベ

l
ル
登
場
後
に
急
速
な
昇
進
を
果
し
た
人
物
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

。
・
。
。

ρ
E
-
U
に
売
却
さ
れ
た
。
コ
キ
ィ
ユ
は
財
務
監
督
官
マ
ラ
ン
の
甥
で
あ
り
、
再
婚
に
よ

(
ね
)

り
ベ
リ
エ
と
も
姻
戚
関
係
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
彼
は
マ
ラ
ン
と
同
様
マ
ザ
ラ
ン
時
代
か
ら
の
有
力
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
、
パ
リ
総
管

〈
担
〉

区
総
収
税
官
の
職
に
あ
る
他
、
徴
税
総
請
負
人
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
。

フ
l
コ
l
の
職
は
七
六
年
に
コ
キ
ィ
ユ

最
後
に
、
時
期
は
や
や
下
る
が
、

フ
レ
モ
ン

Z
・
号
一
明
芯

B
。
豆
、
が
ベ
シ
ャ
メ
イ
ユ
の
職
を
購
入
し
て
い
る
。
フ
レ
モ
ン
も
マ
ザ
ラ
ン

時
代
か
ら
の
大
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
、
一
先
に
書
記
官
職
を
失
な
っ
た
カ
ト
ウ
ラ
ン
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。

め
、
ヵ
ト
ウ
ラ
ン
の
姪
を
妻
と
す
る
こ
と
に
よ
り
両
者
の
結
び
つ
き
は
更
に
堅
田
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

彼
の
事
務
役
と
し
て
経
歴
を
始

フ
レ
モ
ン
は
プ
ロ
ヴ

ア
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
丹
芯

8
ユ
白
骨

F
・8
2
の
職
を
得
、

エ
l
ド
の
総
請
負
人
と
し
て
活
動
し
、
五

0
年
代
に
は
カ
ト
ウ
ラ
ン

や
が
て
二
人
は
特
別
裁
判
所
の
追
及
を
う
け
る
。
こ
の
時
フ
レ
モ
ン
は
カ
ト
ウ
ラ
ン
と

と
一
肩
一
を
並
べ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
に
な
っ
て
い
た
。

北
大
文
学
部
紀
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Q 最~{健制組制~'誕E俗語産拠証昨必"， 1長穏\tトi墨 0~軍，.lJ...Jム，，，，，

，.lJ1眠時lSt-ffi::長崎c'，(20 Dent， Crisis 時 Fina勿ce，pp. 31-

32. さ亘書怒位当曜匝{四Q量筆者容室長TL! 0 ム ν~ ，. tr:::-.雨入 F ふ牛弐

ス"t1~~~O M.恥1arion，Dictio削 lairedes institu開

tions de la Fra拍ceaux XV I Ie et XV I I Ie siecles， 

Paris， 1923， p. 299; Charmeil，' Les tresoriers de 

France， pp. 254-261. 1く 1 社~量生\' 11'- λ~ 持草震か凶

g邑neralite (0見ヤ同起点布製剤Jい認c-.' nえ，(ーえ

さまト、入眠入、 λ(0 穏やや \'1ト入 Q~l民拠 4守.f? v 吋M'\4e-

工」いユ "， 0 Correspondance administrative， t. III， n。

13 (P. 26); n" 21 (pp. 49-50); nO 43 (pp. 165-166)， 
etc. 

T(' controleur g邑neraldes finances 0護 Q 記事年~，.
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naire， p 505. 
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(S岱~) Memoireωs d e Gourville，“Nouv. Coll. des M己moiμre白s“…
己d.pa訂rMi氏chaud& Poujou叫lla討t，t. XXIV， Paris， 1857， 

p. 525. 

(~) Dornic， Louis Berryer， p. 110. ，，( ，)，令穴干司竺， 1(0社
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t. 1， pp. 520-530. 
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C~) Ibid.， pp. 78-79. 
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-136; Dornic， op. cit.， p. 56. 
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Lefevre d'Ormesson， t. II， p. 31， 32， 35， 219. .{:王将 'j
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・
フ
レ
モ
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び
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証
人
達
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出

廷
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つ
い
て
は
レ
l
ル
を
参
照
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色
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幻

〉

(
叩
却
〉

請
負
収
入
は
じ
め
一
般
収
入
、
森
林
収
入
、
ド
メ

l
ヌ、

臨
時
財
政
措
置
、
そ
の
他
全
て
の
収
入
の
会
計
報
告
を
行
な
う
よ
う
命
じ
て
い
る
η
J」
の
中
で
も
特
に
請
負
収
入
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
同
レ
グ
ル
マ
ン
中
の
請
負
契
約
の
調
査
を
命
じ
た
規
定
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
、
叉
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
メ
モ
ワ
!
ル
も
請
負
契
約
の

(

3

)

 

更
改
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
時
の
契
約
更
改
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。
契
約

財
務
顧
問
会
議
の
改
組
を
命
じ
た
六
一
年
九
月
一
五
日
の
レ
グ
ル
マ
ン
は
、
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内
容
或
い
は
請
負
人
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。

入
総
額
の
約
四
四
%
を
占
め
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
時
期
の
請
負
収
入
は
十
八
世
紀
の
「
総
括
徴
税
請
負
」

六
一
年
当
時
の
請
負
収
入
は
合
計
で
三
七
百
万
引
に
達
し
、
通
常
収

同
吋
ゆ
コ
ロ
叩
印
ぬ
か
ロ
巾
H
・回目

σ印
の

よ

う
に
一
括
的
請
負
契
約
及
び
請
負
組
織
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

〈

5
〉

約
及
び
諮
問
負
組
織
に
よ
っ
て
徴
集
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
大
小
様
々
な
請
負
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
o

各
種
の
各
地
域
の
税
及
び
諸
権
利
が
様
々
な
請
負
契

し
か
し
、
請
負
の
中

北
大
文
学
部
紀
要

で
も
特
に
大
規
模
な
「
フ
ラ
ン
ス
塩
税
総
請
負
」
司

2
日
目
窓
口

b
E
Z
号
∞
宮
ぴ

σ
z
g
号

司

E
R巾
に
つ
い
て
デ
セ
ル
が
請
負
契
約
及
び



コ
ル
ベ
ー
ル
と
フ
ィ
ナ

γ
シエ

請
負
人
の
構
成
を
示
し
た
図
表
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ
が
本
節
の
課
題
に
と
っ
て
有
力
な
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
勺
デ
セ
ル
は
請
負

人
ボ
ノ

i

寸

-
g
g
g
g
の
遺
産
目
録
そ
の
他
の
史
料
に
依
拠
し
て
、

一
六
コ
二
一
年
の
ア
メ
ル
の
契
約
切
包

-MMF
同州
5
5
-
(請
負
は
契

通
例
、
名
儀
人
は
請
負
に
直
接
関
与
し
な
い
)

(

7

V

 

約
に
至
る
ま
で
の
請
負
契
約
及
び
請
負
人
等
を
図
表
に
し
て
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
時
期
は
や
や
遡
る
が
ア
メ
ル
の
契
約
か
ら
検
討
し

約
名
儀
人
の
名
で
呼
ば
れ
る
。

以
降
六
二
年
施
行
の
ク
ゥ
ル
テ
ィ
ア
ル
の

oz江
区
の
契

て
い
き
た
い
。

表
工
は
、
デ
セ
ル
の
図
表
を
筆
者
が
整
理
・
検
討
し
て
請
負
人
の
み
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
で
は
、
請
負
人
が
最
初
に
登
場
し

た
契
約
の
下
の
欄
に
氏
名
を
記
載
し
、

以
降
の
契
約
に
継
続
し
て
登
場
す
る
場
合
に
は
横
欄
へ
矢
印
判
で
示
し
て
あ
る
。
な
お
、

ン
ス
塩
税
総
請
負
」
は
フ
ラ
ン
ス
北
部
・
中
部
の
大
塩
税
鳴
自
己

2
宮
z
z
g地
区
の
塩
税
請
負
の
呼
称
で
あ
る
ふ
d
v

以
下
単
に
続
税
総

「
フ
ラ

請
負
と
略
記
す
る
。
請
負
人
の
構
成
か
ら
見
て
塩
税
総
請
負
は
二
つ
の
時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

ア
メ
ル
の
二
回
の
契
約
及
び
ダ
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タ
ン
し
「
・
口
三
百
の
三
回
の
契
約
の
約
二
四
年
間
と
、
続
く
三
つ
の
契
約
の
約
八
年
間
で
あ
る
。

最
初
の
二
四
年
間
、
請
負
は
オ
ベ

l
ル

可
-krcσ
ゆえ、

ボ
ノ
ー
ら
を
は
じ
め
と
す
る
少
数
の
請
負
人
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
は
地
縁
関
係
、
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
相

そ互
のに

近緊
効筏
のに

出結
身び
でつ

あい
るすた
O~ 集

団
を
形
成
し
て
し、

ナニ。

例

t才、

オ
ベ

l
ル
家
、

ボ
ノ

l
家、

カ
ン
タ
ン

。
ロ

σ
Z
E
家
は
ト
ゥ

I
ル
又
は

「
パ
ル
テ
ィ
ザ

γ
の
人
名
録
」
は
、

っ
た
と
述
べ
て
出
白
の
卑
し
さ
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ボ
ノ

l
は
ト
ゥ

l
ル
の
絹
織
工
の
孫
で
あ
り
、

オ
ベ

l
ル
は
従
僕
で
あ

で
あ
り
、

カ
ン
タ
ン
家
、

し
か
し
、
デ
セ
ル
に
よ
れ
ば
ボ
ノ
!
家
は
ト
ゥ

l
ル
の
都
市
参
事
の
家
門

〈
日
)

ス
キ
ャ
ロ
シ

ω
E『
円
。
ロ
家
と
姻
戚
関
係
で
結
び
つ
き
一
大
門
閥
を
形
成
し
て
い
た
と
説
く
。
パ
リ
出
身
の
メ
ロ

I

冨
骨
山
口
=
家
と
ロ
ラ
ン
剛
山
色
宮
口
仏
家
も
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
同
じ
く
J
'

り
出
身
の
シ
ャ
ト
ラ
ン
の
・
の

E
S
E
-ロ
は
オ
ベ
ー
ル
の
義

理
の
兄
弟
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
同
士
の
族
内
婚
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
o

姻
戚
関
係
を
展
開
し
て
い
た
彼
ら
に
は
、
官
職
保
有
の
面
で
も
共
通
性
、
が
認
め
ら
れ
る
。

七
人
の
請
負
人
の
う
ち
ロ
ラ
ン
を
除
く
六
人



表I 塩税総請負契約・請負人

契約名 アメルPh.Hamel ダタンJ.Datin ルノワールS.Lenoi r オトリュイJ.Autruy ヲゥルティアルG.Courtial 

第 1回1632.1.10-1640. 12.31 第 1[ii11644. 1. 1-1646. 12.31 1656. 1.1-1659. 12. 1660. 1. 1-1661. 12. 1662. 1.1-1663. 10 

期 間 第2回1641. 1.1-1ι13. 12.31 第2[<l]164i. 1.1-1649. 12.31 (中途解約) (中途解約) (中途解約)

第3[.iJI650. 1. 1-1655. 12 (中途解約)

オベールP.Aubert →0 →O →O →O 

オ「 ボノーTh.Bonneau →O →O →O →O 

請負人プ シャトヲンC.Chatelain .0 →O 

iL- スキャロンM.Sc号rron →O ベルテロJ.Berthelot →O 
ポ
ノ
メロ-P.Merault →O 

| カンタンB.de Quent i n →O 

? ロランG.Rolland →0 →O(き:世間的途中)
iL-

と ノヲ MJCCifardl「三0 →O 

:! ジ アリュア /Ch.Gruyn -0 →0 

jアし モヌロ::--.J.Monnerot 

ダ ショオドソルP.Chaudesolle ----0 →O 
ノ
の ベランジャンJ.de Beringhen 

ー ・v・a・ー・- →0 

Jグレ ランケ'G.Languet 

LプR 
ジャソキエFr.Jacquier →O 

グリュアンP.Gruyn →O 

グリュアンR.Gruyn 

〈誌〉請負人名は初めて請負に参加した契約の縦欄に記載。以降、継続して モヌロP.~16nnerot 

請負人となる場合には償欄に矢印→Oで示す。中断後再び請負人とし ノfンスA.Bence 

て登場する場合は →Oで示す。 ~l ユゲB・ Huguet →O →O → 

マレY.Mallet 司。 →O → 

典拠:D.Dessert， Finances et societ岳 auXVlle siecle:a pro- デルリュウB.Delrieu一一ー→

pos de la Chambre de Justice de 1661， A_E.S.C目.2ge A n アイユC.Co山 → 

nee， n' 4. 1974 (Dessert. art. 1) . テラJ.Terrat 

7ァヴロルJ.de Fa¥'erolles 一一一一→O

今oi'-lくヤ<;fJ小論3三田H

i、、
[f) 



コ
ル
ベ
;
ル
と
ツ
ィ
ナ
γ
シマ一

は
国
主
書
記
官
邸
作
白
金
町
二
芸
門
H
C
3
刊
の
官
織
を
保
右

L
て
い

こ
の
管
職

に
愛
族
身
分
止
を
賦
与
す
る
も
の
で
る
っ
た
か
ら
、

疲
ら
六
人
は
管
職
保
有
に
よ

で
'
あ
っ

、
シ
ャ
ト
ラ
ン
は
別

の
称
号
i
b
n
C
M
1
2
i
も
持
っ
て
い

。
以
上
の

よ
う
に
、

っ
て
い
た
の
は

に
岡
山
箕
で
姻
戚
爵
係
℃
怒
く
結
び
つ
い

で
あ
っ
た
ο

に
こ
そ
、
彼
ら
の
グ

ル

i
ヅ
は

一
四
年
認
に
わ
た
っ
て
請
負
を
独
占
的
に
絞
慢
し
続
け
る

と
言
え
よ
う
ひ

と
こ
ろ
で
、

コ
ル
ベ
ー
ル
は
こ
の
グ

ル
ー
プ
と
姻
戚
関
係
企
も
っ
て
い
た
。

ン
ス
の
大
商
人
の

コ
ル
ベ
ー
ル
家
が

に
入
っ
て

の
、段

界
jム

援
し、触
でし
い始
る長め。)ずこ

昨年

に
担
威
関
係
を
も
っ
た
の
が
ボ
ノ

i

あ
り
J

、
後
に
も
コ
ル
ベ

i
ル
の
従
姉
妹
が
諮
魚
人
メ
口
!
の
兄
弟

」
の
グ
ル
;
ヅ
1

以
下
、
「
オ
ベ
ー
ル
、
ボ
ノ
i
の
グ
ル
!
ヅ

と
略
称
'
は
ブ
門
ド
ン
ド
の
乱
で

た
よ
う
で
あ
る
。

“「
，.-

ノ

ひ
目、今

イ、悶W

L、
ら
れ
た
ブ

イ

ナ
てン
いシ
るη
0':;の

弘司-

の 由
」
が
一
六
四
人

の
国
家
破
産
の

の
補
償
及
び
そ
の

の
資
付

58 -

五の
訓
利
子
に

行
な
う
よ

び
貸
付
が

に
関
す
る
も
の
か
、

い
は
請
負
以
外
の

端
的
貸
付
行
為
を
さ
す
も
の

し
な
い
。
グ
ン
ト
は
、

出
て
く
る
、
グ
ル
ー
プ
に
比
較

L

オ
ベ
;
ル
、
ボ
ノ
!
の
グ
ル
!
ヅ

〈

げ

》

て
塩
税
請
負
認
動
に
吋
1
2
専
業
化
し
た
グ
ル

i
ヅ
で
あ
っ
た
と
滋
摘
し
て
い
る
が
、

mm
八
年
事
時
の
財
政
状
況
か
ら
推
測
し
て
、

(
時
間
〉

請
負
以
外
の
知
期
的
貸
付
な
ど
の
活
動
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
投
も
強
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ブ
円
い
ン
ド
の
乱
の

の
陸
家
破

重
要
な
契
機
と
な
っ
て
塩
税
総
詩
魚

た
グ
ル
ー
プ
が

し
た
。

ぶ
ノの

入
札
iJ~ 

行
な
わ
れ
て
し、

をg五

の

た
翌
年
、

。
月
に
ダ
タ
シ
の

一
一
一
四
閉
め

は
解
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

立
っ
て
五
月

っ
た
の
は
、

従
来
の
グ
ル

l
ヅ

、
ザ
ヅ
ン
手
フ
イ
a
ザ
ム

mmwmぴ
C
C
即
日
日
立
兄
弟
の
グ
ル
;
ブ
、
そ
し
て
ペ
ジ

ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ

ハハ
MCSH}mwM制
H
H
山
由
円
山
邦
間

。日吋湾内
MMm〉
で
あ
る
。

ラ
ン
ヅ
イ
エ
兄
弟
の
グ
ル

l
ヅ
は
五
大
徴
税
請
負
の

で
b

の
つ

ジ
ラ
ル
ダ
ン
は
マ
ザ
ラ
ソ
の
翠

職
禄
の
請
負
人
で
あ
り
、

彼
が
中
心
と
な

て
徴
税
請
負
人
の
グ
ル
!
ブ
を
組
織
し
、

まえ

に
エ

i
ド
の

て
い

つ
ま
り
、
既
に
他
の

っ
て
い
る
グ
ル
;
ブ
が
塚
税
総
請
負
に

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

給
高
、

指
値



な
つ
け
た
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル

i
プ
が

円
相
叫
〉

ル
/
ワ
!
ル
伊
ぬ
き
だ
の
契
約
を
獲
得
し

そ
の
主
姿
な
メ
ン
バ
ー
は
、
グ
ロ

i
ド

ジ
一
ブ
ル
ダ
ン
ハ
ugcAMめ
の
町
田

H-ES

組
識
し
た
ど

ー
ル
台
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の

な
お
、
ピ
エ
ー
ル

に
な
っ
乞
い

な
い
)
、

グ
リ
み
ア
ン
の
円
己
可
H
M

モ

ヌ

ロ

宮

s
m
q
o門
克
弟
、
ベ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
の
・
号
H
W

号
Zm叫

MMgら
で
あ
る
。
以
下
、
勝
剰
を

占
め
た
こ
の
グ
ル
!
ブ
に
つ
い
て
や
や
立
ち
入
つ
で

事問、。

中
わ
が
を
し
マ

彼
ら
は
出
身
の
峻
昧
な
誌
較
的
低
い

ら
出
て

の
ツ
ィ
ナ
ン
シ
エ
。
グ
ル
ー
プ
で
あ
…
っ
た
。

例
え
ば
、
グ
リ
〆
斗
ア
ン
兄

r、、

で
占
め
っ
た
と

モ
ヌ
ロ
見
弟
の

}
H
己
~
加
担
ル
m
w
M
1

マ
あ
っ
た
と
言
わ
れ

弟
の
交
は
ル
イ
十

世
の
治
段
下
で

後
ら
は

に
乗
じ
て

捌
問
え
ば
、

三モ
，.1U、ヌ

収
税 2
主主
主号
持 7
ノ

て
もト仁、

ふ型
。お i宅

f白~

の
臨
時
財
政
措
慨
に

ヲ
ヨ
ン

ダけ
y
L
ア
ン
兄
弟
四
人
の
う
ち
三
人
が
総
叙
税
ず
で
あ
り

あ
っ

ι可
彼
ら
は
総
収
税
宮
と
し
て
の

(
b
b
官、々
、

立
吋
出
ン
、

シ
ャ
ン
パ

i

、
プ
ラ
ン
ソ
ン

グ
/
戸

1iri--

ジ
ラ
ル
ダ
ン
も
カ

l
ン
総
管
区
の

，，~ 

V'--

ぃ
、
更
に
簡

59 

負
に

ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
が

スー

に
は
こ
う
し
た
活
動
と
緩
ん
で
い
ま
一
つ

7J' 

れ
る
。

そ
れ
は
、

ブ
ロ
ン
ド
の
乱
の

の
欝
に
マ
ザ
ラ
ン

し
続
け
、

マ
ザ
ラ
ン
に
金
融
合
}
続
け
た

〈
同
副
〕

と
で
あ
る
。

そ
の
結
泉
、

マ
ザ
ラ
ン
の

い
保
護
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、

γ

ザ
ラ
ン
も
「
保
護
」

L 、
て
L 、

る円-c
o:m 
むた
o 

E 

四
年
に
ェ

I
ド
の

ジ
ラ
ル
ダ
ン
は
五
万

L
J
J
1

品

(
1
一
五

会
〕
贈
っ
て
マ
ザ
ラ
シ

カ
ン
h

戸
時
二
一

〈刊一
v

の
契
約
、
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ジ
ラ
ル
ダ
ソ
の
グ
ル
;
ブ
は
、

〔

V
S
D仲
曲
一
円
山
以
内

容
れ
て
、

か
ら
年

t主

マ
ザ
ラ
ン
と
親
密
な
イ
タ
リ
ア
人
の
パ
ン
キ
ュ
、

に
よ
っ
て
γ

ザ
ラ
ソ
と
緊

に
結
び
つ
い
た
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
グ
ル

i
ブ
で
あ
っ
た
。

マ
ザ
ラ
ン
と
の

に
こ
の
グ
ル
ー
プ
が

に
進
出
し
、

ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
グ

ル
i
プ
の
中
で

地
位
を
占
め
え
た

あ
る
。

ク

p
i
ド
・
ジ
一
ブ
ル
ダ
ン
は
特
別
収
入
母
緊
務
官

々
か
き
ユ
ミ
円
四
2
M》
句
作
目
作
的

北
大
文
学
部
紀
要



ル
ベ
ー
ル
と
フ
ィ
ナ
ン

γ

。M
W

師
走
ロ
誌
に
な
り
、
グ
ロ
ジ
ユ
ア
ン

.."伊
、ゆ

に
参
加
し
て
い
た
ボ
ワ
レ
;
ヴ
。
‘
窓
口
Z
J
1
0

は
財
務
較
淑
閣
官
に
な
っ
て
い
っ

一
得
び
表
ー
の
ル
ノ
ウ

i
ル
の
契
約
に
一
反
る
と
、

従
来
の
議
負
人
グ
ル
:
ブ
の
や
か
ら
、

オ
ベ

i
ル
、
ボ
ノ
!
、

シ
ャ
ト
ラ
ン
、

戸
一
フ
ン

の
間
人
が
ひ
き
続
き
請
負
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
別

た
に
ユ
ゲ

M
W
-

混同
M
h
洲口氏ぃ、

レ

ペ
認
知

ゆ
伊ゅ

の

れ会
~;Ç.;カn
-vわ
ごム νつ

ゲて
、し、
る
の
カミ

γ

レ
は

一
克
は
ボ
ノ
!
の

の
四
人
に
つ
い
て
は
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ
、
が
請
負
強
化
の
た
め
に
迎
え
入
れ
た
と

円
判
帥
〉

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ
を
や
心
に

の
請
負
人
グ
ル

i
ヅ
の

部
と
新
た

見
ら
れ
る
。

人
を
含
む
構
成
が

内

J

m

v

o

v

ふトド

の
構
成
は
そ
の
後
の

で
若
干
変
化
す
る
。
念
ト
リ
ュ
イ
〉
三
ぺ
ぷ
%
の
契
約
か
ら
コ
や
ィ
品
、

ブ
ァ
ヴ
ロ
ル
一
一
門
凶
作
判
m
w
J
1
?

円。ロ
2
ら

な
請
負
人
が

て
く
る
。

し
か
し
、
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ

の
や
心
な
な
し
て
い
る
こ
と

ふふな

、
。
戸
、
。
ふ
、

i

v

-

L

V

 

コ
ル
ベ
ー
ル
の
下
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。

60 

コ
ル
ベ
ー
ル
登
場
と

れ

新
契
約
がf点、

ノ¥

二ば
年れ
ーて
}jい
よる
り。

奨*
施c ト
)ごり

O 

イ
玖〉

は
解
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ムノ、

。
月
一
玄
白
ク
ゥ
ル
テ
ィ
ザ
ノ
ル
の
契
約
が
紡
ば
れ
た

の

は
表
工
の
知
く
従
来
の

作
ム
、
4

つ
R
4
0

f
カ

7
(
お
)

み
た
。
従
っ
て
、

の
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
!
ヅ
は
一
史
に
強
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

一
五
五
万
円
州
に
対
し
新
契
約
一
、
間
七
蕊
万
円
川
と
な
っ
て
お
り
、
約
一
一
一

O
O万
立
の

に
年
収
増
加
が
臼

の
構
成
に

仁

詰
負
人
と

の

つ
り
上
げ
i
j
2収
入
鴻
加
に
あ
っ
た
と

w
'
Q
O
 

し
か
し
、

あ
ア
た
と
は
限
ら
な
い
。
自
ら
契
約
更
改
を
手

た
ル
イ
十
四
世
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

つ
余
は
契
約
更
改
を
緩
ん
だ
。

の
こ
の

は
収
入
会
}

。
。
万
円
川
増
大
さ
ぜ
た
・
;
:
:
;
以

あ
っ
た
」

。
増
加
分

か
ら
先
払
い
さ

の
支
出
に
出
向
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

の

の
調
達
に

ザ
」
い
た
コ
ル
ベ

i
L
N
に
と
っ
て
、
契
約
更
改
は
資
金
護
得
の
右



〈

日

出

)

カ
な
手
段
で
あ
っ
た
。

コ
ル
ベ

l
ル
登
場
当
初
の
契
約
更
改
に
お
い
て
は
、

か
か
る
財
政
的
必
要
が
優
先
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
、
特
別
裁
判
所
設
置
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
経
済
、
信
用
に

与
え
る
影
響
を
憂
慮
し
た
慎
重
論
が
根
強
く
、
臨
時
税
賦
課
に
と
ど
め
る
と
の
妥
協
案
も
出
さ
れ
て
い
対
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
追
及
の
脅
威

一
方
、
請
負
人
達
が
契
約
額
増
加
に
応
じ
た
の
は
何
故
か
。

の
下
で
、
少
し
で
も
状
況
を
有
利
に
し
追
及
を
免
れ
る
た
め
に
、
請
負
人
達
は
む
し
ろ
進
ん
で
増
額
を
行
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

で
は
、

彼
ら
の
試
み
は
成
功
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

コ
ル
ベ

l
ル
は
従
来
の
請
負
人
グ
ル
ー
プ
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ク
ゥ
ル
テ
ィ
ア
ル
の
契
約
は
早
く
も
六
一
二
年
に
解
約
さ
れ
、
マ
ル
テ
ィ
ナ
ン
富
山
門

t
s
E
の
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
契
約
に
参

加
し
た
請
負
人
一
八
人
を
見
る
と
、
請
負
人
の
構
成
、
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
(
表

E
'参
照
)

0

以
前
の
契
約
か
ら
継
続
し
て
い
る
の
は
、

ユ
ゲ
、

マ
レ
、

コ
キ
ィ
ュ
、
デ
ル
リ
ュ
ウ
回
・
ロ
己
ユ
σ
ロ
の
四
人
に
す
ぎ
ず
、

コ
キ
ィ
ユ
は

オ
ベ

l
ル
の
グ
ル
ー
プ
も
姿
を
消
す
が
、

(
同
)

あ
る
ボ
ノ

l
は
一
門
の
ミ
ロ
ン

kr
・
冨
ロ
。
口
、
パ
リ
ュ
切
・
司
巳

Z
を
送
り
込
む
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ラ
ン
を
通
じ
て
コ
ル
ベ

l
ル
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
o

ボ
ノ

l
、

コ
ル
ベ
ー
ル
と
姻
戚
関
係
に

ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル

61 

-
プ
は
単
純
明
快
に
排
除
さ
れ
た
。

代
っ
て
新
た
に
請
負
に
参
加
し
た
人
物
は
、

コ
ル
ベ

l
ル
の
姻
戚
の
ブ
リ
ュ
ネ
切
円

E
M
E、
ラ
ン
ジ

ヨ

ワ

戸田口

m
g
u
は
じ
め
、
側
近
の
ベ
リ
エ
の
特
に
親
し
い
友
人
e

フ
ラ
ン

円
・
田
宮
、
そ
し
て
特
別
裁
判
所
の
追
及
を
契
機
に
コ
ル
ベ

l

ル
の
保
護
一
下
に
入
っ
た
フ
レ
モ
ン
、
そ
の
義
理
の
兄
弟
の
リ
ィ
ウ
・
ド
ゥ
イ
リ
周
目
。
己
丹
円
。
巳
ロ
可
、
ダ
モ
ン
冨
・
口
同
ョ
。
ロ
仏
ら
、

(
刊
)

ベ
!
ル
と
特
に
緊
密
な
人
脈
関
係
を
も
っ
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

ル
ベ

l
ル
の
保
護
下
に
あ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が
請
負
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

コ
ノレ

マ
ザ
ラ
ン
の
保
護
下
に
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
代
っ
て
、

コ

フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
は
変
っ
た
が
、
人
脈
関
係
を
基
礎
に
す

る
と
い
う
点
に
変
り
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ル
テ
ィ
ナ
ン
の
契
約
の
請
負
人
達
は
六
四
年
一

O
月
に
契
約
を
更
新
し
(
契
約
名
は
同

じ
)
、
塩
税
の
他
に
関
税
(
五
大
徴
税
請
負
州
の
関
税
と
、

っ
て
い
る
。

そ
の
外
部
の
地
方
で
個
別
に
徴
集
さ
れ
る
関
税
)
を
一
括
し
て
請
負
う
に
至

北
大
文
学
部
紀
要



n士てーミ--'Jf' '<"" i、;、号、 H

表E コルベール矧請負契約・請負人

Jレジャンドル
ごr-契約名 マルティナンJ.Martinant 

Fr. Legendre 
契テ'ュフルノワM.DuFrenoy 7'ーテC.Boutet フォコネJ.Fauconnet 

約 ラ・プランシュJ.L. PI.nche 

期 間 1663-1667 1668-1674 1675-1680 1680-1681 1681-1臼7

請負人女!ミロンA.Milon 

ノ「リュB.Pallu du Ruau 晶・.. ‘ーー-..--‘ー‘'・‘・‘...‘ ・ t青 一一→O →O 

マレY.Mallet ト一一一一→O .........・.........・...・・.--.-ー.---.- O 

ユゲB.Huguet ト一一一一→O

コキイユC.Coquille ト一一一一一→O 負

デjレリュウB.Delrieu 

コキィユJ.Coquille 

7'ノワA.Benoist 一一一一一→O 人 一一一→O →O 

7レモンN.de Fremont ←一一一一→O 一一--0 →O 

※ドゥイリRioultd' Ouilly 骨骨... 骨骨骨骨争 ・‘晶司...‘ ・・ ... ー一一→O →O 

ダモンM.Damond 不

※※7'リュネBrunet ト一一一一→O ト一一→O →O 

ランジョワLangeoisd' Himberc'Ourt ' ・h ・・ー .-.- ト一一→O →0 
ベルテロFr.Berthelot 工。 明

プランL.Blin ー ー・・・p・.....・・ e ト一一→O
『。

ポラJレPollart

ジャックP.Jacques →O 

コトプランシュCottesblanche 一一一一→O

サン・タンドレP.de SLAndre 

*マルティナンの契約の請負人及び彼らのその後の動向に限る。

一→0，ーョー→01土、表Iに同じ。
※PierreとJacquesの兄弟のいずれか不明。

*※P. E. BrunetとJ.-B. Brunetのいずれか不明。

f旦し、ルシヘ'ンド lレ、プーテ、フォコネの契約はJ.田B.Brunet 0 

典拠:①7)レティナンの契約については、 D.Dessert & J，・L.Journet f 
Le Lobby Colbert， A.E.S.C.， 30e Annee，n・6，1釘5(Dessert， 
art. II). 

②請負契約の推移民.ついでは， A. L. Lavoisier， Oeuvres"・H ・， t.VI， 

Paris， 1893， p. 127 et sqq. 
③マルティナンの男約以降の請負人iニついては， E. -P. Beaulieu， Les 

gabelles sous Lou;s XIV， Paris， 1903， p. 64 et sqq. 
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に
お
い
て
見
ら
れ

び
請
負
人
の

に
も
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こら

ド
の

結
ぼ
れ
て
い
る
が

/町、

契
約
名
れ、

?こ(言者
o4:l 

新人
契不
約明は
に〉ぎ

よL

(J) r 
契の

約
11 
ノ、

解
約
さ
れ
、

に
、
パ
リ
入
市
税

も
ー
…
惜
し
た
ル

i
ヴ
ラ
ン

mOMMJ2日
吉
の

に
何
度
も
現
わ
れ
て
き
た
人
物
の
肉
毅
が

て
い
る
。

ベ
シ
ャ
メ
イ

e

J

ア
・
ゾ
ル
ム

m
u
・
泌
A
K
E
S昂
即
日
仏
言
。
コ
同
命
的
(
前
出
ベ
シ
ャ
メ
イ
ユ
の
弟
〉
、

コ
や
ィ
誌
の
子
(
又
は
弟
〉
、

ブ
レ
モ

ン
の
弟
、

で

こ
こ
で
も
コ
ル
ベ
!
ル
と
終
に

に
あ
る
人
物
が
進
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

、昨ミr

~:二/レ

とテ
どィ
めナ
すこ ン
I.c'~の
045 

の
請
負
契
約
の
滋
移
に
つ
い
て
は
、

じっ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
概
略
を

?と二

問
問
ざ
し
て
お
り
、

そ
の

の
六

年
の
ル

i
グ
ラ
ン
の
契
約
、
六
四
年
の
サ
ル
テ
ィ

こ2

/レ

s

L

川
は
讃
負
の

ナ

γ
の

六
八
年
の
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
戸
時
純
邦
ロ
仏
門
ゅ
の

で
は
ド
メ

l
ヌ
の

除
く
殆
ん

。〉

一
括
契
約
さ
れ
た
。

こ
の
契
約
は
七

、
オ
一
フ

γ

の
最
中
に
終
了
す
る
。
新
契
約
の

に
あ
た
っ
て
藷
負
人
達
は

63 

の
不
安
か

の

望
ん
だ
の
で
、

れ
て
契
約

ソ
;
ニ

ι
…
M
W
m
w
g

刊
誌
な
の
契
約
は

大
騒
税
と
他
に
一
一
、
J
士
一
の
域
税
及
び
五
大
徴
税
請
負
を

て
請
負
い
、
ダ

-
フ
ル
ノ
ワ

U
c
m，
3MMOM可
の
契
約
は
パ
ヮ
、
ル

i
ア

ン

の

ー
ド
党
び
に
そ
の
付
加
税
を
一
括
し
、
日
ツ
・
プ
ラ
ン
シ
ュ

FEMMUMM円
リ
ゲ
ぬ
の
契
約
は
リ
双
ネ
、
ブ
口
ヴ
ァ
ン
ス
、
ド

ー
ブ
ィ
ネ
の
塩
税
を

て
請
負
っ
た
。

し
か
し
、

コ
ル
ベ
ー
ル
は
八

O
年
に
プ
;
テ
W
C支
え
の
契
約
に
お
い
て
再
び
詰
魚
を
絞
合
し
、

に
は
こ
の
契
約
を
受
改
し
て
ド
メ

l
ヌ
の

し
た
フ
ォ
コ
ネ
明
2
5
0ロ
ロ
立

の
実
費
電ど
伴
う
も
の

なこ
る~こ
0::;: ì~二

の

だ。

っ
て
請
負
は

同
作
円

2
2
1
5山
内
的
立
ぬ
か
忍

E
H
Z
身
却
す
同
泌
氏
M
M
2
2
今
つ
ま
安
門
誌

の

の

統
合
と
い
う

に
見
え
る
動
ぎ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ハ
円
引
〉

る
と
壬
一
日
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
痛
を
改
め
て

ヌ
ル
ベ

i
ル
の
人
脈
関
係
の

進
み
ネ
ボ
デ
ィ
ス

ム
ハ
関
族
主
義
)
が

た
い
。
表
刀
で
は
γ

ル
テ
ィ
ナ
ン
の

北
大
文
学
部
紀
婆



立
ル
ベ
ー
ん
と
フ
ィ
ナ
ン
シ
品

約
に
政
銭
湯
し
た
人
物
の
そ
の
後
の
動
向
を
訴
し
、

コ
ル
ベ

l
ル
の

門
叫

w
v

M
W
町二回二
i
k
r
出
品
円
か
な
つ
け
加
え
る
に
と
ど
め
る
。

更
に
、

ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
の
契
約
に

設
兄
弟
に
あ
た
る
と

る
け
ジ
ョ
ン
総
管
区
総
収
税
官
サ
ン
・
タ
シ
ド
レ

コ
ル
ベ

i
ん
が
こ
の
時
点
に
奈
っ
て

ノ¥

の
契
約
更
改
に

月
に
設
蜜
さ
れ
た
特
別
裁
判
判
所
の
活
動
が

で
コ
ル
ベ

i
ル
の
人
脈
関
係
に
入
っ
た
人

で

こ
こ
で
、
ム
ハ

特
例
加
裁
判
所
に
よ
る
ブ
ィ
ナ
ン
シ

L

追
及
の

か。

コ
;1ノ

一
族
と
共
に
進
出
し
て
い
る
フ
レ
モ
ン
は
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
品
、

せ
る
こ
と
が
出
米
た
の
は
府
内
故

っ
て
く
る
と
忠
わ
れ
る
。

あ
る
。
で
は
、

か
ら
排
除
さ
れ
た
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル

i
ヅ
は
特
別
裁
判
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
扱
い

次
一
節
に
お
い
て
は
、
特
別
裁
判
所

の
活
動
の

グ
ル

i
プ
は
ど
の
よ
う
な
役
舗
を
果
し
た

て、

れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ベ
ー
ル
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ

も
一
百
九
J

ベ

罰
金

設〈
1
〉
阿
部
内
協
同
渉
再
ス
2
m
予
知
向
島
町
選
む
な
ミ
ミ
目
、
2
5
n
な
お
お
と
な
な

し
や
む
ミ
b
町
h
h
h
L
-
v
n
〈
ロ
ツ
附
y
同
0
・
財
務
監
督
官
ハ
コ
ル
ベ
i
ん
)

が
阪
開
会
議
に
お
い
て
報
知
念
行
な
う
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

LS叫
礼
二
時
・
×
〈
M
M
T
H
Y

己・

。
。
-
ぴ
昂
吋
デ
恥
い
叉
守
町
恥
w

汁
同
一
間
同
匂
@

M

V

間
同
丹
時
タ
桝
y
n
M
2
u
p

ふ
例
措
潟
総
務
、
第
一
館
市
災
工
〈
吋
臨
ん
学
雑
誌
』
第
八
二
綴
第
一
一
一
以
内
d

、
八
頁
〉

そ
参
照
問
。
筆
者
は
マ
レ
に
依
拠
し
た
が
、
グ
一
7

7

ジ
ュ
一
ブ
ン
に
よ
れ

ば
、
ム
ハ
…
年
当
脇
町
の
議
負
収
入
の
合
計
は
約
三
六
百
万
リ
ー
グ
ル
N

O

M
・
m
-
F肉
忠
実

w
h
S輔
、
宮
、
晶
表
叫
義
人
気
判
長
、
昌
吉
宮
言
及
室
、
な

¥
言
b
S
2
T
*
・
・
4

同to口
内
凶
H
d
w
前
語
仲
間
》
臨
時
仲
間
鴨
川
吋
∞
ゆ
山
の
芯
窪
田
町
宮
門
M
W
M
M
W

均
£
さ
マ
唱
え
除
去
、
司
恐
怖
室
、
z
s
町
内
w

仲・阿阿
w

刷

y明治∞・

ハ
2
〉

ハ
3
〉

ハ
4
〉

64 

ハ
w
b〉

徴
税
請
負
出
掛
島
知
燥
に
つ
い
て
は
マ
シ
i
ズ
の
研
究
を
参
悶
mo

o-
吋J

玄
主
件
v
q喝
タ
守
M
K
』ぎしてお

N
G
3培
、
込
町
、
島
可
達
』
宮

川
川
公
安
2
s
s
i
n
h
ミ
担
、
%
、
、
島
海
円
余
2
0
4匂

d-c叫
グ
お
印
加
"
口
町
田
沼
・

阿
何
事
つ
〕
の
研
究
は
十
八
金
紀
前
川
総
約
徴
税
務
負
判
例
を
対
象
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
部
史
に
も
ふ
れ
て
い
る
〉

次
に
、
議
品
丹
で
徴
集
さ
れ
て
い
る
箔
淡
・
務
総
利
止
な
大
別
す
れ
ば
、

左
の
如
し
。

争
議
税
官
官
同
日
即
時
*
@
品

1
ド
包
含
申
〈
欽
制
料
品
消
費
t

税
)

又、

m
的
術
移
入
税
乃
奈
川
物
同
志
入
市
税
制
一
三

Z
S
も
品

1

ド
の

や
の
ご
税
関
と
悶
見
鮎
慨
さ
れ
て
い
る
。
③
関
税

5
五
大
徴
税
務
災

n
F
H
H
S
m
g
曲
臨
時
慣
な
門
家
時
間
〈
関
税
土
問
凶
市
内
と
見
徹
さ
れ
る
地
域
の
関

税

〉

及

び

の

外

郊

の

柏

崎

絞

め

側

別

的

関

税

。

@



ド
メ
1
1
E
吉
田
宮
g
〈
国
王
直
結
財
産
)
。
税
目
別
の
説
明
は
ジ
ュ

ー
ブ
ロ
l
叉
は
ネ
イ
マ
ル
ク
を
'
参
照
O
H
M
-
M
O
ロ
σ
Z
E
F
同
日
記
、
s
h
ミ.

h
b
S
問
、
子
?
?
司
m
W
2
9
H
∞
印
少
戸
守
口
w
F
n
V
曲
目
】
・
〈
岡
山
〉
-

X
4自
由
同
n
r
u
n
-
N
~
v
q
H
a
h
c
昌
同
町
語
、
h
u
仲
-
H
W
同
司
?
》J州

円}F凶由同匂】.同コJ〈
、
〉
.
邦
文
献
で
は
、
森
恒
夫
『
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
と
租
税
』
、

一
九
六
七
年
、
第
一
章
。
な
お
、
上
記
の
主
要
な
収
入
に
つ
い
て
も

税
目
・
税
率
等
で
地
域
に
よ
る
違
い
が
大
き
い
。
関
税
の
場
合
の
例

と
し
て
、
〈
A

山
円
。
ロ
岳
山
明
。
円
四
】
。
ロ
ロ
即
日
目
て
河
同
町
』
d
s
・
h
b
g
同
H
n
b
s
た
え
m
子

、
む
な
。
s
h
h
宮
、
』
n
h
・
刊
な
H
b
a
D
昌
弘
町
句
、
.
b
s
n
町
民
間
、
制
止
』
N
w
b
S
3
h
川
町

MM山UMHHhh喝
H
h
w
b
N
w
b
昌
3
h
h
N
N
U
W
U
N
W
?
?
回
仇
山
】
冊
w
]
戸
叶
印
∞
w
匂
匂
・
ω
ω
N
l

(

6

)

 

印∞∞・
0
2
S
2
・
同
三
・
H
U
E
ロ
田
町
何
時
N
・

十
七
世
紀
前
半
を
通
じ
て
請
負
が
次
第
に
巨
大
化
す
る
と
、
請
負
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
だ
数
多
く
の
請
負
人
の
ク
ル
l
プ
に
よ

っ
て
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ζ
白
Z
Z唱
団
w
色
、
・
n
R
W
匂
-
H
吋
・

デ
セ
ル
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
ー

l
一
般
に
g
B
宮
間
色
町
と
呼
ば
れ

る

l
ー
を
組
ん
だ
請
負
人
:
:
:
①
、
彼
ら
の
「
持
分
」
田
三
(
請
負

は
通
常
二

O
ソ
ル
に
分
割
さ
れ
、
各
請
負
人
が
何
ソ
ル
何
ド
ニ
エ
か

を
持
つ
)
を
存
分
割
す
る
形
式
で
請
負
に
関
与
す
る
者
宮
芯
E
曲
目
2

8
8
5
1
百
三
:
:
:
②
、
及
び
請
負
へ
の
出
資
者
E
E
2
5
号

守
口
円
四
回
:
:
:
③
、
を
示
し
て
い
る
。

肘
・
l
p
回
相
同
ロ
ロ
m
F
h
s
同
お
守
丘
町
内
』
』
。
ミ
ト
E
t
h
H
旬
、
・
可
2
・
M
m
r

(
7〉

(
8
)
 

同
唱
。
ω
・
匂
・
]
戸
N
W
旬
開
v
・]{叫lNH・

北
大
文
学
部
紀
要

(
9〉

(
叩
)

U
2
8
3
w
釦
2
・
F
H
Y
∞
日
ω
・

。田仲白】。
m
z開
会
山
田
古
川
口
1
2印
釦
ロ
少
品
白
白
血
内
』
町
。
町
H
丸
町
』
恒
h
a
N
S
-
な
H
A
H
民
間
}
♂

4
F
H
W
H
Y
H
H
∞
・

。
町
田
一
田
町
H
F
同
門
?
?
宮
司
・
∞
印
品
l
∞
印
日
開
丹
2
5
叩
同
O
ω
・

][-U即
応

-w旬-∞日ω・

デ
セ
ル
は
、
特
別
裁
判
所
で
一

O
万
リ
l
ヴ
ル
以
上
の
罰
金
宣
告
を

う
け
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お
り
(
第
三
節
で
検

討
〕
、
こ
の
リ
ス
ト
に
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
保
有
す
る
官
職
も
付
記
さ

れ
て
い
る
。
u
m
m
w
由
2
・
F
釦
同
A
・
H
・
白
E
H
8
2
w
H
(
同
V
M
)
・
∞
叶
N
l
∞
∞
巴
・

国
王
書
記
官
の
官
織
の
性
格
・
職
務
・
特
権
等
に
つ
い
て
は
、
同
H
-

Y
向
。
ロ
田
口
問
。
F
H
h
h

ぎ
h
H
E
H
な
ま
号
向
。
司
、
a
s
R
h
g
h
N
b

s
g
ミ
冬
な
怠
志
向
定
時
L
-
F
E
Z
P
S
F
3
・
2
H
l
ω
お一
u
g
F

町
三
』
む
宮
、
宮
む
志
向
・
同
)
同
)
-
E
ω
i
E
由
・
こ
の
官
職
の
二

0
年
間
の

保
有
は
保
有
者
の
子
孫
を
も
貴
族
に
す
る
。
例
え
ば
、
五
五
年
に
国

王
書
記
官
職
を
購
入
し
た
ト
ロ
ワ
の
弁
護
士
の
息
子
ド
ダ
ン
。
・

0
0
会
旨
(
コ
ル
ベ
ー
ル
期
に
徴
税
総
請
負
人
と
な
る
。
十
八
世
紀
初

期
の
財
務
総
監
ド
ダ
ン
(
U
・
c
-
U
C
内
宮
口
の
祖
父
〉
は
、
二

O
年
後
に
、

用
の
済
ん
だ
官
職
を
売
却
し
て
い
る
。
H
-
Y
向
・
喝
江
口
9
3
6
s
n
h
b費叫

志
向
3
2
晶
、
S
E
H
K
A
同
言
。
ミ
ミ
宇
S
S
P
E
n
g
-
h
g
。
a

E
N
H
U
N
a
-弘
l
H
1
U弘
w
・
・
・
・
・
〈
。
-
-
T
C・
0
同
宮
山
口
玄
関
g
w
H
申
立
-

匂
-
M
品
・
し
か
し
、
用
が
済
ん
で
も
な
お
保
有
し
続
け
る
場
合
も
多
い
。

切
O
E
『
問
冊
。
p
h
司
』
円
リ
ミ
F
q
H
B
て
お
ミ
内
リ
ロ
芯
町
、
p
g
z
m
白
ロ
H
O

(
F
O
H凹

g
H
Z
)
・
コ
ル
ベ
ー
ル
の
組
父
ジ
ャ
γ
(
五
世
)
し
『
叩
叩
岡
田
口
〈
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コ
ル
ベ
ー
ル
》
}
ツ
ィ
ム
ノ

γ
シ
エ

日
ん
劫
別
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
み
伯
、
、
出
内
線
や
姻
戚
欄
関
係
の
給
総

合
示
し
て
い
な
い
。
。
拘
抽
出
え
件
、
担
三
・
口
、
M
Y
M
ω
8
9

後
は
七
七
年

に
機
怒
総
財
務
官
仲
立
国
O
門
校
時
領
官
青
島
山
岳

Z
Y由
良
川
誌
に
怒

泊
さ
れ
る
が
、
期
立
お
や
死
亡
す
る
。
海
閣
時
郎
総
財
務
官
を
ほ
明
究
し
た
凡
ゴ

品
レ
ん
も
コ
ル
ベ
ー
ル
と
の
綴
滅
関
係
に
つ
い
て
は
船
内
も
述
べ
て
い

第
三

特
別
裁
判
所
は
、

の
財
務
業
務

i
i
t税
の
徴
集
、

る
法
廷
で
あ
丸
町

J
ハ

に
コ
ル
ベ

i
ル

又
、
不
正
摘
発
の
有
力
な
方
稔
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
の
は
密
告
で
あ
っベ

リ
ユ
と

の
不
正
行
為
全
て

が旬、
R

目。

吋ー、

1
v
中
ム
ド

特
定
の
グ
ル

i
ヅ
が
追
及
を
免
れ
た
と

に
は
自
分
た
ち
の
不
正
行
為
に
コ
ル
ベ
;
ル
も
加
担
し
て
い

る

ま
り
、
追
及
方
法
も
無
義
則
洲
、
会
語
的
な
も
の
で
あ
っ

ベ
シ
ャ
メ
イ
誌
は

の
脅
威
に
さ
ら

訴
追
を
や
め
な
い

る
と
コ
ル
ベ
!
ル
ケ
脅
迫
し
て
い

な
い
。
涼
・
門
伶
偽
c
y
b

一円。r
h
設
相
、
h
h
泊
三
時
之
町
潟
市
昌
弘
、
.
b
E
-
H

魚崎、刊誌

h
h
b、
.
恥
謹
ぬ

(
M
U
M
-
i
H
u
w知
山
明
〉

w
同

M瀞
片
山

m
r
H申
冊
一
w
w
M
Y
叶
O
a
サ
ン

-

F

Y

F

レ
パ
か
総
収
税
す
と
し
て
ロ
ル
ペ

i
ル
に
愛
用
さ
れ
て
い
勺
議
倒
的
は
、

コ
ル
ベ
ー
ル
史
料
袋
に
需
品
る
こ
と
が
以
来
る
。
。
乞
ぴ
2
p
h
ミマ
naw

グ

同

同

日

『

@

℃

mw『
仲

FAY
℃
制

Y
M
N
M
W同
1
M
ω
出
e

ぃ
、
貸
付
、

等
々
!
ー
に
お
け
る
…
切
の
不
正
行
為

68 

し
た
特
別
裁
判
判
所
は
、

一
六
三
五

っ
て
以
後マ?

に
く
い
。

と
こ
ろ
が
、

に
、
こ
の
日
記
録
に
は
?
々
ィ
ユ
の
名
も
あ
り
、

の
記
録
に
よ

、
ベ
シ
ャ
メ
イ
ユ

一
一
三
万
一
引
の

彼
の

コ
ル
ベ

i
ル
と

る。

こ
の
よ
》
つ
に
、

金
設
課
の

う
け
て
い
る
。
し
か
し
、
綴
終
的
結
果
が

'? 

お
り
、
六
五
年
に
は
赦
免
令
を
出
し
て

グ
レ
マ
ン
が

の
問
料
の
特
別
裁
判
判
所
の
韻
金
判
決

め
げ
」
緊
密
な
関
係
に
あ
る
…
/

4
ナ
ン
ジ
式

あ
ろ
う
。

コ
ル
ベ

i
ル
は
六
四
年
中
に
は
枇
材
料
加
裁
判
所
に
見
切
り
な

し

こ
れ
に
伴
っ
て
、
特
別
裁
判
明
所
の
「
翠
金
」

の
OHM仏

m
g泊三時。
g



緑豊Ij裁判所罰金宣告額の総長室

者長

(1) 100フヲリーグノレ以上

(2) 50万ザーヴル~100ヌj ヲーグノレ

(3) 20ヌデジーグノレ~50ヌ7 !Jーヴノレ

(4) 10万手 _rjノレ~207j リーグノレ

表題

(2) ~ (4)の合計

台
ιLァ

却し

北
大
文
学
部
紀
要

。凡
品

は
同
年
七
月
の
額
際
会
議
裁
決
の

「
罰
金
」

gunz

て
すこ し、

o、
万、
口、の

の
実
状
を
知
る
た
め
の
有
力
な
資
料
と
し
て
は
、
デ
セ
ル
の

た
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
二
四
九
人
の
リ
ス
ト
、
が
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
は
頭
開

会
議
裁
決
に
依
拠
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
品
の
氏
名
、

の
地
に
、

に
は
こ
れ
が

て

の
称
号
含
有
す
る

戸
し
、
ニ

ャ

、

し

v
中
J

い
る
o
J
ア
セ
ル
に
よ

のd

詮
務
上
、
地

、
こ
の
け
ジ
ス
ト
の

し
て
、
依
拠
し
た

の
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が
も
れ
て
い
る
植
物
合
が
あ
る
が
、

は
第
二
義
的
な
人
物
に
限
ら
れ

る、

り
、
特
別
裁
判
所
で

た
大
物
は
全
て
こ
の
り
ス
ト
の
中
に
い
る
と

てコ

Dessert， art. 1， a浪浪悲X告 1より作成。

J

ア
セ
ル
は
、

の
大
小
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
尽
の
活
動
の
大
小
に
比
併
す
る
と
の

(
9
V
 

め
て
い
る
。
こ
の

の
と
患
わ
れ
る
が
、

;ま

69 

に
は
い
ま
一
つ
重
要
な
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
、

ワ
ス
ト
の

一
四
九
人

に
あ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ユ
が
姿
を

の
中
に
コ
ル
ベ

i
ル
と
特
に

て
い
な
い
こ

と
で
ふ
の
る
。

γ

ザ
ブ
ン
も
ベ
リ
ジ
エ
も
、
そ
し
て
六
二

j
六
一
一
一
年
に
判
決
を
う
け
た
ベ
ジ
ャ
メ
イ

コ
キ
ィ
ユ
も

G
万
訂
以
上
の
リ
ス
ト

は
出
て
こ
な
い
。

に
、
追
及
の
退
程
で
コ

に
も
進
出
を
果
し
た
フ
レ
そ

γ
の

は
ど
う
で
あ
ろ

ル
ベ

i
ル
の
保
護
下
に
入
り
、

ん
で
い
る
。

に
党
派
的
科
審
が
大
き
な

切で

う
か
。

か
一

C
万
円
川
の

影
響
を
及
J

ほ
し

見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
側
面
に
注
目
し
て
、

の
分
析
か

い
追
及
を
う
け
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
、

つ
ま
り
、

コ
ル
ベ

i
j
N



コ
ル
ベ

i
ルし
ι
フ
ィ
ナ
ソ
シ
エ

をの
示攻
し撃
ずこ 目
も擦
のと
でな
あっ
る公文こ
0:':; ブ

のナ
γ 

シ
ニ定二

お
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
表
班
は
け
行
〆
吋
ハ
ト
を
整
理
し
て

の
段
階
別
の

か
ら
、
宣
告
額

の
者
四
五

い
た
集
盟
で
あ
る
こ
と
が
晃
て
と
れ
る
で
あ

ろ
う
。

の
宣
告
額
総
計
は
な
る(
011 
ノ、
こ寄
れ万

グ習

を

え

総
額

五
ノ¥

s 

の
七
制
割
弱
を
占
め
る
。

は
八

C
C万
一
引

の
総
計
は
約
五
(
)

L 、。

国
罰
金
額
一

0
0万
円
川
以
と
の
者
と

の
者
と
で

い
が
あ
っ

ょ
う〔
012 _______ 

で人
は平
、均

こ約
の二
よま五
1: J 

特 に
す
ぎ
な

の
罰
金

う
け
た
ブ
ィ
ナ
ン
シ

は
ど
の
よ

つ
ず
ー
、
、

p

-

、a
o

吋ー、、
iv
ふ
j

ょ
が

彼
ら
の
保
有
す
る
官
職
か

て
み
た
い
。

リ
ス
ト
の
一

鴎
九
人
中
、
デ
化
ル
が
身
一
万
を
確
認
し
え
た
の
は
二
二
九
人
で
あ
り
、

そ
の
う
ち

間
人
が
一
つ
叉

の

た
j〆
::.::.::::::・

5 
L、

うオ
6，"，フ
ロ13 イ

三/

よk.

で
あ
っ

っ
て
、

た
フ
ィ
ナ
ン
シ
ぷ
は
殆
ん
ど
が
ナ
ブ
ィ
シ
ェ
で
あ
っ

町
げ
は
彼
ら
の
保
有
す

の
概
略
を
示
し

の
者
が
保
有
し
て
い
る
の
は
慰
王
者
記
官

70 

の
職
で
、

笥〉

第
A

一
節
で

た
よ
う
に
保
有
名
に
食
族
身
分
を
賦
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の

は
一
元
々
大
法
官
療
に

し
て
勅
令
の

公
文
惑
の

」
と
に
あ
っ
た
が
、

次
第

伴
な
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
と

れ

間
五
書
記
官
以
外
マ
は
圧
倒
的
に
滋
務
官
織
が
多
い
。

表
刊
日
で
は
、
こ
れ
を

窃
中
央
財
政
機
構
の
諸
官
職
と
、
畿
地
方
財
務
官

職

i
i
1
フ
ラ
ン

λ

さ
せ
る
ー
ー
と
に

二
四
九
人
全
桑
と
、

そ
の
う
ち
一

O
O万
口
付
以
上
の
宣
告
な
う

け
た
者
間
口
笈

に
つ
い
て

々

し
た
。

る
よ
う
に
、

た
フ
ィ
ナ
ン
シ

の
保
有
す
る

IJ) 

う

ち
、
中
央
財
政
機
構
の
諸
官
駿
!
i
i以
下
、

れ
あ
傾
向
が
強
く
、

便
宜
上

と
呼
ぶ

;
i
は

0
0万
円
円
以
上
の

う
け
た
者
に
よ
っ

iつ

地
方
期
務
官
職
に
は

開
摘
し
、
こ
れ
人
、
特
別
絞
入
問
財
務
官
一

地
方
財
務
官
の

人

つ
ま
り
、

一
一
人
中
六
人
、
財
務
臨
督
官
六

し
て
‘

は
総
収
税
官

人
中
一
ニ
人
、

三
人
が
一

0
0万
訂
以
上
の

フ
ラ
ン
ス
財
務
官
一
一
人
中
二
人
が
躍
す
る
に
と
ど
ま
る
。

た
グ
ル
ー
プ
に



表W フイナンシエの保有する官職

官 Isecretaires du roi 

官!maitres en la Chambre des Comptes 
'~f maitres des requetes 

く財 務官 l隊〉

「正丁-F三門。万語
|凶 37

l5  I 0 

J 3 I 0 

国庫財務官 Itr白oriersde l'Epargne 11 I 6 

特別収入局財務官 Itresoriers des Parties Casuelles 10 I 6 

財務監督官!intendants des flnances 6 I 3 

財務顧問会議書記官!s舵 retairesdu Conseil des finan恥ce白s 9 I 3 

ベ4 [ リ一市什…庁吋債一支九…払い官引日日出l日医活巴ιp抑阿附向…a町叩仇叩y拘附附e削叩uぽr
寧 事 総総財は 務 官 It仕r白0ばri怜eτ凶sg邑白n己釘ra削uxd批e1γ'e位xt仕ra印or吋di凶na討ir閃edes guerres 5 0 ト

j海毎軍財務官 It廿re白soωn民er悶sd白ela marine 3 2 

BI総 収 税 官 re…ursgeneraux des宣fin伽n悶l'a百肌I
[フランス財務官 It廿r品飴soぽri民er悶sde F rance12  

エリユ，タイユ.タイヨン収税官 l仙 sあ，閃eveursdes tailles et凶 llons 10 I 
そ i財務官:tresoriers (divers) 7 0 
の(収税官ireceveurs (divers) 6 0 
他 1財務監交官 Ieontroleurs (divers) 11o  

典拠 Dessert，art. 1， annexe 1より作成一一一10万リーヴノレ以!この宣告をうけたフィナシシエの保有する官職一一
※ 3人以上に保有されていた官職に限り官職名を記載

注「① 1635年から1661年までに保有されていた有職(既に辞任，売却したものも含む〉
L② 1人が複数の官職を保有している場合が多し、

キ~-!く令〈卦有吉耳言語話



コ
ル
ベ
l

ル
と
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ

し
か
も
、
総
収
税
官
の
三
人
と
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
二
人
の
う
ち
一
人
は
「
要
性
を
兼
職
し
て
い
お
こ
の
よ
う
に
、
官
職
保
有
の
聞
で

も
一

O
O万
円
川
以
上
の
宣
告
を
う
け
た
四
五
人
は
際
立
っ
た
存
在
と
言
え
よ
う
。

こ
の
特
徴
は
、
宣
告
額
の
大
小
は
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
活

動
の
大
小
に
比
例
す
る
と
い
う
デ
セ
ル
の
主
張
の
裏
付
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
場
合
も
あ
る
。

国
庫
財
務
官
ゲ
ネ
ゴ
!
の
・
の
忌
思
想
包
や
ラ
・
パ
ズ
ニ
エ

l
ル
旨
・

ω・
号
戸
田
一
切
白

N
E
5
2
は
夫
々
五

O
O万
円
州
、
四

O
O万
円
川
に
達

す
る
宣
告
を
う
け
て
い
る
が
、
デ
ン
ト
に
よ
れ
ば
こ
の
二
人
は
有
力
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
国
庫
財
務
官
の
実
務
を

事
務
役
の
ロ
ロ

Z-MN己
目
。
丹
に
委
ね
て
お
り
、
む
し
ろ
ロ
ロ
の
方
が
有
力
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
で
あ
り
不
正
行
為
も
甚
だ
し
か
っ
た
。
し
か

し
、
彼
は
三

O
万
円
川
の
罰
金
宣
告
で
済
ん
で
い
る
。

上
記
二
人
の
場
合
は
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
活
動
の
大
小
に
関
り
な
く
、
不
正
行
為
の

有
無
に
も
関
り
な
く
、

た
だ
「
要
職
」
に
就
い
て
い
る
こ
と
自
体
で
巨
額
の
罰
金
宣
告
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
は
罰
金
の
支
払
い
の

た
め
に
「
要
職
」
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

結
果
的
に
コ
ル
ベ

l
ル
は
罰
金
宣
告
を
通
じ
て
彼
ら
の
官
職
の
回
収
を
果
し
た
こ
と

72 

に
な
る
。
既
に
第
一
節
で
見
た
よ
う
に
顧
問
会
議
書
記
官
職
の
場
合
、

彼
は
回
収
し
た
官
職
を
側
近
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
に
購
入
さ
せ
て
い

る
o

更
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
っ
て
い
る
。

ゲ
ネ
ゴ

l
の
兄
ア

γ
リ

同

gユ
号
の
忠
志
向
山
口
仏
は
、
弟
に
国
庫
財
務
官
の
職
を
譲
渡

し
て
自
ら
は
国
務
卿

8
Q岳
山
町
内
仏
吋
同
伊
丹
に
昇
進
し
て
い
た
。

し
か
し
、
彼
も
罰
金
宣
告
を
う
け
こ
の
職
を
回
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ては
払や
L 、ヵ:
戻て
さ売
れり
Tこに
と出
言さ

?isれ
U~ た

O 

コ
ル
ベ

1
ル
が
六

O
万
円
川
を
払
っ
て
手
に
入
れ
た
が
、

そ
の
金
は
彼
の
国
家
に
対
す
る
良
き
奉
仕
に
鑑
み

コ
ル
ベ

l
ル
も
自
分
自
身
の
取
分
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
O
O万
引
以
上
の
宣
告
を
う
け
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
に
は
官
職
保
有
の
面
で
の
特
徴
と
並
ん
で
更
に
顕
著
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
o

そ

れ
は
塩
税
総
請
負
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
節
表

I
に
示
し
た
請
負
人
計
二
三
人
の
う
ち
罰
金
宣
告
の
リ
ス
ト
(
一

O

万
円
川
以
上
)
に
出
て
く
る
の
は
二
一
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
一
五
人
が
一

O
O万
引
以
上
の
宣
告
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
は
「
要
職
」
を

保
有
す
る
者
と
比
較
し
て
も
か
な
り
高
い
比
率
と
な
ろ
う
。
内
訳
は
、

オ
ベ

l
ル
、
ボ
ノ
!
の
グ
ル
ー
プ
五
人
、

ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル

l



け
、
宣
告
額
も
ジ
ャ
ッ
キ
エ

団，

HJ
一『
R
A
E
2
八

O
O万
引
を
は
じ
め
、

特
に
ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
請
負
人
一
一
人
中
八
人
が
一

O
O万
円
川
以
上
の
宣
告
を
う

ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
四

O
O万円川

プ
八
人
、
そ
の
他
二
人
、

で
あ
る
。

モ

ヌ

ロ

兄

弟

の

各

五

O
O万
灯
、

等
の
巨
額
の
宣
告
額
が
並
ん
で
い
る
。
請
負
人
の
他
に
も
、
。
P
グ
リ
ュ
ア
ン
を
通
じ
て
請
負
に
参
加
し
て
い
る
ボ
ワ
レ

l
ヴ
が
六

O
O

万
円
川
、
請
負
人
を
組
織
し
た
ピ
エ

l
ル
・
ジ
ラ
ル
ダ
ン
が
四

O
O万
引
の
宣
告
を
う
け
て
い
る
。

準
は
群
を
抜
い
た
も
の
で
あ
り
、

罰
金
宣
告
額
か
ら
見
る
限
り
、

マ
ザ
ラ
ン
保
護
下
の
こ
の
有
力
な
グ
ル
ー
プ
こ
そ
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
追
及

に
お
け
る
最
大
の
攻
撃
目
標
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
宣
告
額
の
水

ジ
ラ
ル
ダ
ン
の
グ
ル
ー
プ
が
攻
撃
を
う
け
て
い
る
の
は
や
や
意
外
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

マ
ザ
ラ
ン
の
家
令
コ
ル
ベ

l
ル
は
彼
ら
と
し
ば
し
ば
行
動
を
共
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
コ
ル
ベ

l
ル
が
自
ら
の
人
脈
関
係

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
有
力
な
グ
ル
ー
プ
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
推
測
出
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

コ
ル
ベ

l
ル
の
経
歴
を
考
え
る
な
ら
ば
、

一註(
1〉

特
別
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
云
出
立
o
p
b
r
H
h
g昌
也
、
お
古
田
】
・

3
1∞
C・

特
別
裁
判
所
は
単
に
財
務
行
政
上
の
手
段
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

政
治
目
的
の
手
段
!
l
政
敵
失
脚
手
段
ー
ー
で
も
あ
っ
た
。
い
『
・
同
ue

回

O田
F
O
F
h
の
}
戸
田
口
同
ず
円
。
田
弘
司
同
己
印
昨
日
円
九
日
ロ
昨
日
同
町
司
同
開
口
n
F
7
4【。口開
E

HnVMJ
山
口
、
2
3
S
Cミ
ミ
・
さ
昌
司
ミ

b
豆地

h
b同
町
司
令

N
u
o
c
l
H匂
U
0
・

開
a
・
ぴ
可

M-MU・
図
。
喜
四
円
増
円
。
ロ
a
o
p
g
a・
叉
、
六
一
年
の
特
別

裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
第
三
節
参
照
。

コ
ル
ベ
ー
ル
史
料
集
収
録
の
六
一
年
一
一
月
の
勅
令
を
参
照
。
。
♀
・

σ四円
F

h
ミ
マ
町
伊
丹
・
ロ

MOHUh耐え』
mw
〉
匂
旬
開
国
内
出
n
p
回以】・叶印
M
l叶日
ω-

U
O
H
H岡山
n
u
h
q
H
h
r
N同
時
ミ
河
内
、
JMMHY
叶∞
1J可申・

〈

2
)

(
3〉

北
大
文
学
部
紀
要

(
4〉

民、昨釦同町田内同叩出

m
mロ田内同増田同一『田町一-町田
4
3、田口同
m
w
O
E
門
同
冊
目
白
田
口
n
n冊目印仲。ロ

b
o
m
g
a
z
w
片
目
立
巾
血
匂
R

E

玄
白
〕
巾
出
窓

E

E

E

円

U
V曲
目

σ同町

品
目
同
ロ
田
片
山
内
ク

p
m
l
曲
目
ロ
恥
叩

H由由
N
2
H
品目印
J
n
F丹
Am
司
同
門
司
・
の
は
-

g
g
F
畑
町
な
芯
町
、
同
丸
、

Nb
之
内

A
W
H
A
G
N
Wお
も
昌
吉
P
H
E
H仇
巳
詰
弘
、

q
q
N
F
q
p
』u
E
h
h人
民
句
、

R
5
弘
吉
民
間
忠
』
芯
三
屯
足
。
』
ミ
弓
町
hqNE』

旬
。
毘
屯
居
時
計
同
》
白
片
山
田
祖
]
{
∞
hFa-
古田
Y
H
C日
l
H
O由・

戸
同
三
8
9
N同
宣
巴
町
、
町
、
町
、
5
3
同町

L-〈
口

勺

o
E
H
Z
O
L
-
可申・

コ
ル
ベ
!
ル
史
料
集
収
録
の
勅
令
も
参
照
。
。
。
-
Z
E
w
d
n悼む
4hw

ゲ
ロ
日
。
司
副
円
丘
町
w
〉
HM旬
開
ロ
門
出
口
タ
匂
匂
-

a∞
l
a
m
w・
こ
の
勅
令
に
よ

っ
て
体
刑
も
罰
金
に
換
え
ら
れ
た
。

U
2
8立
抽
出
立
-
F
H
V・
∞
怠
・
但
し
、
上
記
の
勅
令
で
は
特
別
裁
判

(

5

)

 

(
6〉

73 



コ
ル
ベ

i
t
N
と
ア

4
ナ
ン

γ
エ

所
の
笈
Lm
悶
ず
る
隅
削
念
も

4
8
8え
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
。
O
M
V関
門
付
W

N
ぬ
誌
、

s
u
-
o
n
-
n
p
災
体
的
察
側
内
は
上
記
一
一
一
試
〈

4
〉
dp
参
照
。

U
S
留
め
吋
ゲ
曲
三
・
同
喝
さ

5
5
H
Q刷
》
‘
設
や
お
む
・

デ
セ
ル
は
二
の
u
ツ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
議
と
し
て
ツ
ィ
ナ
ン
エ
の
社
会

的
総
放
を
開
閉
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
ぷ
で
の
け
ジ
ヴ
ハ
ト
の

分
析
に
つ
い
て
は
、
平
井
汁
寿
章
一
，
十
七
役
紀
中
獲
に
お
け
る
ブ
ィ
ナ

ン
ジ
エ
」
参
照
。

]同一『町内
p

w

M

M

・∞
A
H

叩・

リ
ス
ト
の
弔
問
ね
西
前
な
問
問
総
点
、
が
こ
こ
に
あ
る
。
リ
ス
ト
は
宣
告
の
桐
税
務

な
一
燃
し
て
い
な
い
。
罰
金
援
紛
が
ア
ィ
ナ

y
シ
品
の
如
何
々
る
活
動

に
科
持
し
て
下
さ
れ
た
か
を
η

ご
〈
ト
か
ら
然
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
一

銭
に
ブ
ィ
ナ

y
シ
品
の
活
動
は
偽
脱
税
務
魚
、
綴
終
的
鵠
納
品
丹
、
短
期
的

資
品
川
、
財
務
官
と
し
て
の
職
務
執
行
、
家
賠
陣
地
儲
絞
供
給
油
線
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
あ
る
総
収
税
交
が
針
金
山
亙
告
を
う
け
ず
、

い
る
場
A
{

問
、
彼
が
航
路
和
紙
判
例
物
仰
の
融
制
務
以
外
の
活
動
の
放
に
腕
削
余
点
清
一
一
告

を
う
け
て
い
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

茨
蛮
に
お
い
て
、
ァ
ィ
ナ

γ
シ
エ
の
や
に
は
父
子
父
は
兄
弟
、
が
一
括

し
て
笈
僚
を
う
け
て
い
る
設
が
い
る
の
で
、
宣
告
株
数
と
人
数
と
は

一
致
し
必
い
。

後
満
額
出
り
八

C
C万リソ
i
ヴ
ん
は
二
人
、
以
下
、
ム
ハ
ハ
〉

O
万
リ
ー
グ

ル

a

一
人
、
五

O
C万
り
!
グ
ん
友
人
夕
、
図

O
O万
リ
l
ヴ
ル

三
人
、
一
一
…

o
o
j問
問
。
。
汐
ヲ

1
ヴ
ル
一
一
人
、
一
一

C
C
J一二
C
C

ガ
ザ
;
ヴ
ル
刀
八
人
、
む

c
i一
一
心
。
万
リ
;
ヴ
ル
五
人
。

〈

7
〉

門

S
〉

〈

9
〉

ハM
M
U

〈

日

〉

(
刊
同
)

一
ア
ゼ
ん
は
双

O
万
世
i
ヴ
ル
M
M

の
殺
と
そ
れ
以

F
の
考
と
に
八
万
け

吋
¥
笈
告
筏
の
不
均
衡
化
時
紛
議
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
そ
‘
況

C
万
ηJ

1
ヴ
ル
以
上
一

0
0万
ワ

i
ヴ
ル
以
下
の
務
の
平
均
衡
は
約
六
一
一
万

ヲ
;
ヴ
ル
で
あ
り
、
と
れ
ば
フ
ィ
ナ
ン
シ
で
波
及
の
単
純
平
均
阿
酬
と

品
川
ぼ
問
問
縫
変
に
す
ぎ
な
い
。
彼
ら
を
h

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
万
止
日

時
棋
の
よ
伎
の
終
閣
の
罷
絶
性
、
不
均
衡
は
心
し
ろ
緩
和
さ
れ
る
よ
う

に
恩
わ
れ
る
。
表
部
訟
で
は
、
議
に
一

0
0万
リ
ー
グ
ル
庁
以
上
の
者
と

そ
れ
以
下
の
者
と
に
区
分
す
る
こ
と
に
し
た
。

官
職
械
の
品
臨
時
夜
校
、
ア
イ
ア
ン
シ
エ
と
し
て
の
泌
務
め
大
小
、
玄
血
口
綴

の
ふ
人
小
、
こ
れ
ら
の
問
問
w

縫
合
問
ら
か
に
す
る
こ
と
は
関
線
J

に
あ
る
。

務
晶
一
節
、
仙
一
総
〈
刊
日
〉
げ
い
あ
げ
た
す
〈
絞
の
他
に
マ
ザ
オ
ン
を
参
敗
。

涼
R
S
F
じ
た
な
む
ミ
忠
之
w

M

M同

y
g白
山
宰
・
ド
ル
ぷ
ク
に
よ
れ
、
は
、

談
記
惨
め
一
数
は
二

8
0
1一一一
0
0人
。
柑
回
融
械
売
却
繍
酬
務
山
比
五

J
八
万

リ
i
ヴ
ん
で
あ
っ
た
G

骨
阿
世
耕
売
郊
の
波
形
明
、
人
数
時
弘
次
第
に
揃
明
大
ず

る
綴
ム
間
に
あ
っ
た
が
、
一
六
ど
二
年
、
ベ
H

J

L

が
や
心
に
沿
っ
て
改

革
ム
ゼ
行
な
い
、
一
一
凶

O
人
に
減
少
さ
れ
た
。

U
C
2
H
F
h
s
h
U
W
A
W下

、z
y
h
w『
w

℃官・同一凶印
lMum-

総
収
税
営
の
一
一
一
人
は
、
モ
内
外
開
…
%
幾
と
ク
戸
i
ド
・
ジ
ラ
ル
〆
ン
で
、

一
一
一
人
と
も
科
別
収
入
局
財
務
官
会
兼
職
。
フ
ラ
ン
ス
財
務
官
の
…
人

は
カ
ト
ヲ
ラ
ン
で
、
後
は
鶴
間
例
会
議
書
記
官
ム
官
級
機
。

。縄問HMF
ハ
リ
柏
市
町
』
ご
宮
、
言
お
渓

n
F
M
M
V
∞c
l
巴
-

H
守

町

九

二

同
M
-

∞
]
ナ

h
b
h
h叫
-
w

日

γ

∞C
一
む
町
田
mwhwH1グ
出
H

F

H阿
切

]
Y
H
U
C
m
y
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〈川崎〉
〈は〉

〈刊日〉

(
ば
山
)

〈
げ
〉

〈
叩
川
〉



〈
川
河
)

マ
ザ
ラ
ソ
の
府
間
波
形
成
の
た
め
、
五
一
年
に
は
艇
に
立
ル
ベ
!
ル
と

ジ
予
ル
ダ
ン
の
検
問
織
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
玄
国
立

-sw
均
仇
及
。
仇
ま

え
刷
、
問
、
h
h
m
p
-
v
H
Y
恥
叩
Z
A
C
w
w
冊
一
口
問
》
即
時
三

nMMH山
部
門
官
・
仏

φ
・

た
罰
金
の

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

~ ノ、

…0
月
ピ
エ

i
ル
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ

i

M
V仲
合
同
ベ
ゆ

c. 
3 

円
U
H
M
m
富
岡
阿
}
保
仮
出
A
W

な
る
人
物
を

し
て
一
種
の
臨
時
収
入
の
誇
負
契
約
が
結
ぼ
れ
た
。

契
約
額
誌

に
達
す
る
。

内

之、

付

ぴ
ニ
]
{
巾
仲
間

の
債
務
証
書
類
〉

八
百
万
円
川
、

同

ラ
ン
ト
〈
U
5
0
ハ
リ

円
】

H
1
0
F

件以、

い
誌
他
の
ぎ
ま

mw同
一
町
内
出
件
担

山
間
貨
幣
、

で
あ
っ

つ
ま
り
、

フ
ィ
ナ
ン
シ
品
は
罰
金
を
全
て

で
支
払
っ
た
訳
で
は
な

の

で
あ
り
、
仲
は
、
ラ
ン
ト
、

諮

負

で

の

先

払

い

の

貸

付

ブ
ィ
中
ノ
ソ
シ
エ
の
財
産
の
や
で
も
回
出
家
の
収
入
の
割
線

科
と
も
審
査
の
う
え
「
清
算
」
立
合
同
日
仏
鉱
山
C
器
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

く
、
削
減
家
に
対
し

て
い
た
債
権
を
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
け
は
、

の

務
権
利
等
、

75 

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、

コ
ル
ベ

i
ル
は
顧
問
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と

し、

3ま

の
綴
交
を
指
揮
し
て
い

清
算
額
は
宣
告
績
か
ら

残
り
の

で
支
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

フ
4

ナ
ン
シ

に
と
っ
て
貨
幣
で
の

い
を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、

清
算
で
有
利
な
扱
い
か
ご
つ
け
る
こ
と
が

た
と
言
わ
れ
る
。
ぴ
ル
ベ
ー
ル
が
特
別
裁
判
所
を
破
産
政
策
の

も
必
要
で
あ
る
。
設
ら
は
コ
ル
ベ
!
ん
の
意
を
迎
え
る
べ
く
、
む
し
ろ
進
ん
で

し
て
最
も
有
効

し
た
の
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
清
算

の
過
程
を
議
じ
て
で
あ
ろ
う
。

こ
の
清
算
の

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
人
脈
関
係
を
活
用
し
う
る
立
壌
に
立

の
宣
告
額
を
一
一

と
も
推
察
出
来
よ
う
。

鍛
え
ば
、
彼
の
姻
戚
に
あ
た
る
塩
税
総
務
負
人
メ
口
!
は
ー
一
一

さ
れ
た
う
え
、
全
額
を
証
書
類
で

っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ

し
か
し
、
他

の
詳
縮
を
缶
え

は
ーィ*

ふ

し
く千万
、乙 ijV

コ?と
ん滅
額

北
大
文
学
部
紀
要
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表v特別裁判所罰金徴集誘食参加者

人 名
i軍吉正人 下請ま聖人8ous-traitan持 α遺書換契約当事者の官磯

@控室税務妥当c.前io震察 総当総管区守地方 )tま所属ま態管区・地方名

1 コキィユ C， Coquille O O ノて 1) 総よIX f発言i(パリ) γJレディナンー君臨税

2 '7クロワ P. dc Lacroix O O ディジョン ク ( " ) 
3 ソナン J.de 80nnin罫 O 。 ( " ) 
4*ミニェム Mign岳 O 。 (アランソシ)

5 ダリベーJレP.Dalibert O O ヅロヴァンス フランス財務官(モントーパン)

s カフレモン N. de Fr岳mont O ク (ブロヴ 7ンλ) γYレテ4ナン…話量子話

7 ロ ン B.設olland O 1顎 :E 幸容 ~ê ，言

8 ヴォ F‘Duvau C O トゥル 総~文税笈{トゥ一九)

9 J. A. Ranchin O 。jレーアン φ (ルーアン)

10 シュヴァザヱJ.Cheval ier O O シャ一口ン 。 (シャロン)

11 1)ィウ・ドゥイリJ.(ou P.) Rioult d' Ouilly 。 臨書記官(話料品主主皆川村) マJレディナンー厳税

12 アルノォ A. Arnauld O 。
13 ソリュ A.(00 J. ) 8010 O ぞ知 jレーヴランーエード

14 ::1ラン C.Collin O O アミアン 。 タイユ~綴官 1レーヴランーエード

15 :;j・ブリ R. Aubry O カ ン 総以後官(カン)

16 ユベール H.日uるert O ソワソン 今 {ソワソン)

17 "rン・タンドレP.de 8仁Andr轟 O リヨン φ (リ 3ン)

18 1"メグJレJ.Le臨aigre C ボルドー 4伊 {ボルドー}

1告プソス J.Brice C リモージュ ク (ワモージュ}

20 アン P.(ou A.) Bauyn O モントーパン " {与をントーパン〉
21 ジャコブ B. Jacob O ムーラン 。 (ムー・?ン)

22 /て コ P.Pecquot O ブールジュ " {プールジュ)
23 ば ネ J.Pinet O ポワ ィエ 。 委後lこよ号軍事務執行(ポツテ4エ)

24 ダワ λ ス 8. Daliるs O グルノーツル ク {ドーブィネ)

25 j"サ'ワュスJ.Desall間 O ブロヴァン月

26 j"JレサュウB.Delrieu 
一一一』一一一一」一二〈一一ト去ウ三竺ール立三ー一一ズ

興艶;Dessert~ art. H， annexe 1.より作成。
交正11は宮古念宮室告(654')をうけた者一一 4のミニょには12母万リーヴル. 6(7)7レモン，;1:10万リーヴん
〈グルーヅ望号機長幸〉
M縄 B ""'1ヲン…ブJレブーニコ グループ;B-災 ベリエ…ノルγ ンヂィー グんープ，働災 ノルマンディーの総管区の総収税官;
Cゅ コルベ…んの織器禁(他。ぅグループ;こ祭器する畿を除く)けL →ングドック グループ;F- 7レぞンの ω 族

す 1レディナン-1革綴

@グループ

M-B 

弘f…B
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…L 
F-

-N 

F-

B-t守
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…L 

-L 
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ノレ

iJ~ 

て
行
な
っ
た
こ
と

ミ
戸
、
ふ
t

h

h

ム、。

、D
V
2
V
中

j
L

は
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
品
川
場
及
の

コ
ル
ベ
;
ル

保
持
し
た
「
清
算
」
め

る
に
と
ど
め
、
次
に
罰
金

1';:: 

下司、。
ず
し

V
は
、
請
負
参
加
者
と
そ
の
役
割
合
}
示
し

活
動
、

ル
ー
プ
別
、

の

お

っ
L 、
て
表
記
し
た
も
の
-c迂〉
あ孟
む時
藷
負

の
で
、

い
は
塩
税
総
請
負
の

し
て
の

よ
っ
て

て
い
る
。

四
人

契
約
額
宏
保
設
し
、

2
三
日
。
民
的
と

由。5
1々
田
仲
宗
草
加
と
に

る
べ
く
鷺
視
す
る
。

八
人
の
下
議
ゑ
人

ち
六
人
は
保
証
人
会
か
ね
る
〉
が

に
徴
条
を
行
な
う
G

た
も
の
は
特
別
裁
判
所
設
収
入
役
誌
の
ゆ
話
完
ま
ま
話
回
含

日絞め炉問凶
H
H
H
σ

円
相
の
ベ
コ

州

Y

附
ぷ
絡
会
合
同
に
送
ら
れ
、
彼
が
璽
産
に
納
入
し

殺
は
ブ
ー
ル
ジ

の
総
収
税
営
で
、
こ
の
総
管
区

の

な
る
。

次
に
、
こ
の

ハ
人
を
宮
職
、

し
て

人
援

関
係
の
蝋
で

て
い
く
。

彼
ら
の
一
宮
聴
を
見
る
と
、
総
収
税
官
が

L 、。

二
六
人
中
プ
七
人
が
総
収
税
官
で
あ
り
、
所
鴎
総
管
一
弘
は

に
及
ぶ
。

77 ー

徴
祭
語
島
民
は
総
収
税
賓
の

間
に
よ
っ
て
行
な

で
あ
っ

七
人
中
一
五
人
が

っ
て
い
る
よ
う
に
、

うη彼
O~ ら

の

し
て
総
管
区
で
の
徴
集
会
}
担
当
す
る

と、

つ
ま
り
、
自
ら
の

の
職
務
を
活
用
す
る
こ
L
L
に
あ
っ
た
と

で
は
、

て
自
ら
の

て
得
た
総
収
税
貿
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。

こ
の
中
に

に
コ
ル
ベ
!
ル
と
の

緊
筏
な
関
係
を
確
認
し
え
た
人
物
、

コ
ιマィ

V 
の

以
下
同
じ
〉
、
ラ
ン
サ
ン
⑨
、
が
い
る
。

に
、
特
別
裁
判
判
所
総

収
入
役
、
ブ

l
ル
ジ
ュ
総
管
区
総
収
税
宮
の
ベ
コ

「
コ
ル
ベ

i
ル
の

と
呼
ば
れ
て
い

コ
ル
ベ

i
ル
と
の
人
脈
撰
係
は
最

後

て
扱
う
。

我
々
は
そ
こ
勺
更
に
何
人
か
の
ロ
ル
ベ

i
ル
と
特

に
あ
る
総
収
説
官
会
一
見
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

徴
税
請
負
人
と
し
て
の
活
動
を

と
、
一
一
六
人
の
う
あ
少
な
く
と
も
六
人
の
徴
税
総
請
負
人
を
確
認
し
う
る
。

塩
税
の
マ
ル
デ
ィ
ナ

ン
の
契
約
と
エ

iγ
の
ル
!
ヴ
ラ
ン

(1) 

で
あ
る
。

ぞ
主
。
¥
二
日
く
、

句
、

z
r
T
，
京
〈

れ
ら
の
契
約
で

の
構
成
が
一
変
し
、

北
大
文
学
部
紀
努



コ
ル
ベ
ー
ル
と
フ
f

ナ
ン
シ

亡Z

/1ノ
〈

ノレ

に
あ
る
ツ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が
進
出
し
た
。

そ
の
藷
負
に
参
加
し
た
請
負
人
が
罰
金
徴
集
務
負
に
も
参
加
し

た
。
つ
ま
り
、
詞
乙
フ
ィ
ナ
ン
ジ
エ
グ
ル
ー
プ
が

つ
の
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

ソ
リ
ュ
〉
・
ハ
C
C
M
R〉

m
w
o
E
9と
コ

参が'7
加強 γ
与し:食。
、九円 V~ 

百三ニ C 
人 55
;主::s六。
七 i三
年つ
?こ L、
{逗て
の

は
コ
ル
ベ
!
ル
と
の
人
総
関
係
を
確
認
し
え
な
か
っ
た
が
、

彼
ら
も
燦
綾
な
盟
関
係
に
あ
っ
た
河
能
性

ゑ
ハ
に
ブ
ル
ゴ

l

品
で

「
戸
ン
ド
ン
風
サ

i
ジ
・
マ
ニ
乱
ブ
ァ
ク
チ
ュ

l
ル
」
の

ソ

リ

は
六
八
年
に
ラ
ン
グ
ド
ヅ
タ
韮
山
会
社
の

に
も
加
わ
っ
て
お
り
、

コ
ラ
ン
は
後
に
ブ
!
?
、

ア
ォ
コ
ネ
の
契
約

。〉

な
っ
て
い

に
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
な
グ
ル

i
ブ
別
に
検
討
し
、

コ
ル
ベ

i
ル
と
の
人
際
関
係
を
確
認
す
る
。

一
節
の
塩
税
総
務
負
人
の
処
で

で
結
び
つ
い
た
グ
ル
;
プ
を
形
成
し
て
い
話
従
っ
て
、

コ
ル
ベ

見
た
よ
う
に
、

ア
ィ
ナ
ン
シ
エ

出
身
地
、

ー
ル
と
フ
ィ
ナ
シ
シ

偶
人
と
の
人
脈
関
係
の
形
成
は
、

そ
の
ツ

4

ゆ
ノ
ン
シ
エ
の
周
閣
の
人
物
と
の
関
係

ぢ
る
を
え
な
い
。
こ

?話

の
よ
う
な
例
は
既
に
コ
キ
ィ
品
、

ブ
レ
モ
ン
、
ベ
シ
ャ
メ
イ
ユ
に
つ
い
て

き
た
が
、

本
節
で

議
集
請
負

し
た
人
物
に

烈
し
て
五
つ
の
グ
ル

i
ブ
を
と
り
あ
げ
、
以
下
グ
ル
ー
プ
毎
に
倹
討
を
進
め
た
い
。

け

M-'B 

マ
ラ
ン

i
l
lヅ
ル
ゴ

i
z
品

グ
ル
ー
プ

マ
ラ
ン
の

の
ブ
ル
ゴ
!
日
一
品

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
品

マ
ラ
ン
の
甥
つ
や
ィ
ユ
①
に
つ
い
て
は
既
に
純
愛
か
と
り

あ
げ
て
き
た
。
彼
は
パ
ヲ
総
管
匹
総
収
税
宮
で
あ
り
、

オ
ト
リ
ナ
イ
の
契
約
以
降
海
税
総
語
負
人
と
な
り
、

コ
ル
ベ
!
ル
の

で
も
継
続

し
て
議
負
人
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
パ
リ
ク
総
管
区
総
収
税
震
の
一
フ
ク
ロ
ワ

M
Y
《凶作州、
m
w
Q
O
山
内
②
は
マ
ラ
ン
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
、

オ
ト

ザ
品
イ
の
契
約
、

グ
ゥ
ル
テ
ィ
ア
ル
の

に
お
い
て
コ
キ
ィ
ユ

て
藷
負
に
参
加
'
し
て
い
た
。

但
し
、

マ
ル
テ
ィ
ナ
ン
の
契
約
M
M

に
爵
与
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で

い
ま
一
人
、

ソ
ナ
ン
ト
『
・
仏
ゆ
ω
C
ロロ即時回ぬ

は
コ
キ
ィ
ユ
の

ムハ

年
以
降



に
総
収
税
官
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
一
元
々
、
パ
リ
総
管
区
に
は
コ
キ
ィ
ュ
、
ラ
グ
ロ
ワ
の
他
に
ベ
ロ

l

り

pw円
E
ロ
ロ
な
る
総
収
税
官

が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
の
二
人
は
マ
ラ
ン
と
組
ん
で
ベ
ロ

l
の
過
失
を
誘
い
(
具
体
的
事
実
不
明
)
、
辞
職
に
追
い
こ
ん
だ
と
言
わ

(
げ
〉

れ
て
い
る
。
担
席
と
な
っ
た
官
職
は
コ
キ
ィ
ユ
に
委
任
さ
れ
た
が
、
す
ぐ
に
一
族
の
ソ
ナ
ン
に
売
却
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
人
脈
関
係
を

積
み
重
ね
て
コ
ル
ベ

l
ル
は
パ
リ
総
管
区
の
総
収
税
官
の
掌
握
を
果
し
、

そ
の
総
収
税
官
が
罰
金
徴
集
請
負
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ク

ロ
ワ
が
デ
ィ
ジ
ョ
ン
(
グ
ル
ゴ

i
ニ
ユ
)
の
下
請
負
を
担
当
し
て
い
る
理
由
は
彼
の
出
身
か
ら
容
易
に
推
測
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

。
剖

グ

ル

ー

プ

、

及

び

4

B
 

コ
ル
ベ

l
ル
の
腹
臣
ベ
リ
エ
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
者
。
特
に
親
し
い
友
人
も
含
め
ベ
リ
エ
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
と
人

ベ
リ
エ
a
l
l
l
ノ
ル
マ
ン
J

ア
ィ

l

脈
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。
表
に
出
て
く
る
の
は
彼
の
義
兄
、
オ
ブ
リ
河
-
K
F
己
)
ミ
⑮
で
あ
る
。
彼
は
塩
税
倉
m
刊
誌
口
町

q
p
∞
己
の
収
入

官

2
2
2
E円
で
あ
っ
た
が
、
ベ
リ
エ
の
カ
添
に
よ
っ
て
カ

l
ン
総
管
区
総
収
税
守
口
の
職
を
得
、
次
い
で
六
四
年
か
ら
六
九
年
ま
で
ル

l

ア
ン
総
管
区
総
収
税
官
の
職
も
得
て
い
る
。
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N
 

官
と
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
含
め
、
略
号
は
引
と
す
る
。
ラ
ン
サ
ン
に
つ
い
て
は
第
一
節
で
述
べ
た
。
彼
は
や
が
て
ベ
リ
エ
が
委
任
さ
れ

て
い
た
顧
問
会
議
書
記
官
の
殺
を
嫡
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

ラ
シ
サ
ン
⑨
と
ミ
ニ
ェ
]
冨
紅
白
ふ
④
は
ベ
リ
エ
と
の
人
脈
関
係
を
確
認
し
え
な
い
が
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

l
の
総
管
区
の
総
収
税

ア
ラ
ン
ソ
ン
総
管
区
総
収
税
官
の
ミ
ニ
ェ
は
特
別
裁
判
所
の
追
及
、
を
う
け
、

ろ一
うこ
か O
O 万
六、 11
四、の
年、罰
一、金
月、宣
の告
手を
紙う
でけ
、-c
し、

る
O 

こ
の
高
額
の
宣
告
を
う
け
た
彼
が
如
何
に
し
て
罰
金
を
徴
集
す
る
側
に
ま
わ
り
え
た
の
で
あ

時
ま
で
」
誓
い
つ
つ
、

彼
は
コ
ル
ベ

l
ル
へ
の
「
盲
目
的
な
服
従
を
:
:
:
至
情
の
情
熱
を
も
っ
て
:
:
:
わ
が
生
命
の
尽
き
る

コ
ル
ベ
ー
ル
の
保
護
を
得
ょ
う
と
心
死
で
あ
っ
た
。

こ
の
手
紙
は
六
五
年
七
月
の
罰
金
宣
告
に
は
効
を
奏
さ
な
か

っ
た
が
、

一
O
月
の
罰
金
徴
集
請
負
に
は
願
い
が
か
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

コ
ー
ル
は
、
六
五
年
に
設
立
さ
れ
ラ
ン
サ
ン
、
。
へ
コ
も
参
加

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ル
ベ
ー
ん
し
」
ア

4
ナ

γ
シエ

し
た
主
立
鏡
γ

ュ
フ
ァ
グ
チ
ヶ
i

ル
に
プ
ラ
ン
ソ
ン
の
総
収
税
官
ミ
ニ

4

エ
L
F

嵩
釘
川
氏
立
が
参
加
し
て
い
る

ハ
帥
〉

て
い
る
が
、
こ

れ
は
お
そ
ら
く
こ
こ
で

に
し
て
い
る
ミ
ニ
ス
と
関

人
物
で
あ
ろ
う
。
彼
は
コ
ル
ベ
!
ル
の

に
す
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
罰
金
徴

集
請
負

こ
と
が
出
来
、

に、

コ
ル
ベ

i
ル
の

の

端
を
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
る
る
。

C
 

で
あ
る
。
彼
は
六
七
年

七三1

コ
ル
ベ
ー
ル
の
嬬
戚
〈
料
、

ωに
該
当
す
る
表
彰
除
く
)
表
で
は
、
リ
忍

γ
総
管
区
総
収
税
宮
の
サ
ン
寺
タ
ン
ド
レ
窃
の
み

の
設
立
に
参
加
し
、
七
七
年
に

る
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

の
請
負
人
と
な
り
、

ラ
ン
グ
、
下
。
ヅ
タ

は
海
軍
総
財
務
官
々
ふ
さ
ユ

2
意
志
『
向
山
内
W

U
冨
宮
司
片
言
に

る
こ
と
に
な

(鴎

τ古

一
ブ
ン
グ
ド
ッ
h
M
F

出
身
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
一
が

ラ

γ
グ
ド

y
ク

グ
ル

i
ブ

80 

蕊
人
参
加
し
て
い
る
。

日
ツ
ン
グ
ド
ッ
グ
グ
ル
;
ブ
の
進
出
の

や
や
立
ち

入
っ
て
検
討
し
た
い
の

絶
対
王
政
一
?
で
殺
も
強
力
な
池
方
一
一
一

せ
た
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
は
、
有
力
な
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
を
生
み
出

グ
ル
ー
プ
が

」
の
グ
ル
ー
プ
の
核
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

出
身
地
、

の
鮮
で
竪
く
結
ば
れ
た
独
自
の

し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

設
ら
に
は
プ
口
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
く
、

て
い
た
。

か
る
こ
人
の
「
地
方

同
司
ふ
さ
ユ
命
吋
邸
内
山
命
日
郎
ぴ
oggσ
、日ブ

i
シ
品
・
ド
・
ベ
ノ
!
テ
ィ

市

-F-m立
の
が
ふ
内
W
Wぬ
幻
影

mwgzo円
と
ル
・
セ
ヅ
グ

H
4
『・

州
、
伶

ω吊
ns
で
み
の
つ

こ
の
ニ

フ
!
ケ
に

っ
て
い
る
こ
と
に

て
い
る
よ
う
に
、
ラ
ン
グ
ド
ザ
グ
の
ブ

ィ
ナ
ン
シ
品
グ
ル
ー
プ

ん
ベ
ツ
!
ケ
と
の
結
び
つ

ハ
M
V

強
か
っ
た
。

L
か
し
、
六
一
年
を
境

い
吋
ノ
ィ
ナ
ン
シ
エ

ド
i
フ
ィ
ネ

の
塩
税
の

し
て
い
た
ダ
り
エ
ス
・
ド
-
ラ
・
ト
ゥ

i
i
N
O
m
w
M応
部
苦
戸
田
、
同
，
O
H
M

円
倫
明
ハ
以
下
ダ

2
エ
ス

、
モ
ン
ト

i
パ
ソ

の
ブ
ラ
ン
ス
財
務
官
の
ダ
リ
ペ

i
ル
り
己
申
-smwス
倍
、

プ
口
ヴ
ァ
ン
ス
の
様
税
務
負
人
デ
ザ
リ
ご
〈
い
む

Z
m
E
g惑
が
、

ご1

/レ
J¥ 



コ
ル
ベ

l
ル
は
ダ
リ
エ
ス
の
た
め
に
、
ま
ず
ド

i
フ
ィ
ネ
の
総

収
税
官
職
を
委
任
で
職
務
執
行
さ
せ
、
次
い
で
官
職
の
保
有
者
に
干
渉
し
て
そ
の
職
を
ダ
リ
エ
ス
に
譲
ら
せ
た
。
以
後
、
ダ
リ
エ
ス
は
ド

ル
の
下
に
走
っ
た
。
)
罰
金
徴
集
請
負
に
参
加
し
た
の
は
彼
ら
で
あ
っ
た
。

ー
フ
ィ
ネ
を
中
心
に
軍
需
産
業
を
設
立
し
、
製
品
を
「
海
軍
資
材
筆
頭
供
給
人
」
匂
B
Bぽ
円
問
。
ロ
ヨ
広
印

2
円
内
庁

U

B州
E
g
の
資
格
で

納
入
し
、
コ
ル
ベ

l
ル
の
「
重
商
主
義
政
策
」
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
o
v

一
方
、
地
方
三
部
会
財
務
官
は
特
別
裁
判
所
の
追
及

を
う
け
て
い
る
o

ル
・
七
ず
グ
は
一
二

O
万
引
の
罰
金
宣
告
を
う
け
た
。
ベ
ノ

i
テ
ィ
エ
に
つ
い
て
は
罰
金
宣
告
額
は
不
明
で
あ
る
が
、

六
五
年
一
月
に
地
方
三
部
会
と
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
と
が
別
々
に
コ
ル
ベ

I
ル
に
彼
の
赦
免
を
懇
請
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
特

別
裁
判
所
の
追
及
は
彼
ら
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

者
と
な
っ
て
い
っ
た
。
特
に
ベ
ノ

i
テ
ィ
エ
は
周
囲
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
を
組
織
し
つ
つ
ラ
ン
グ
ド

y

ク
鉱
山
会
社
、

む
し
ろ
、
彼
ら
は
コ
ル
ベ

l
ル
の
信
頼
を
う
け
、
彼
の
協
力

レ
ゲ
ァ
ン
ト
会
社
の

主
要
な
株
主
と
な
り
、

セ
ト

ωAVS
港
の
建
設
、
ラ
シ
グ
ド
ず
グ
運
河
建
設
の
推
進
者
と
な
り
、
更
に
、
自
ら
の
ベ
ノ

l
テ
ィ
エ
の
領
地

(

別

)

に
王
立
毛
織
物
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

I
ル
を
設
立
し
て
い
る
。

彼
は
ラ
ン
グ
ド

v
ク
及
び
地
中
海
方
面
で
の
コ
ル
ベ
!
ル
の
「
重
商
主
義

81 

政
策
」
の
主
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

コ
ル
ベ
ー
ル
は
、
ベ
ノ

l
テ
ィ
エ
を
協
力
者
に
得
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
周
囲
に
い
る

(
剖
)

ラ
γ
グ
ド
ッ
ク
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
グ
ル
ー
プ
を
掌
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
よ
う
。

同

F-

フ
レ
モ
ン
の
一
族

フ
レ
モ
ン
⑥
及
び
彼
と
姻
戚
関
係
に
あ
る
者
。
表
で
は
リ
ィ
ウ
・
ド
ゥ
イ
リ
⑪
が
フ
レ
モ
ン
の
義
理
の
兄
弟
に
あ
た
る
。
彼
が
マ
ル
テ

ィ
ナ
ン
の
契
約
に
参
加
し
て
い
る
の
は
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

以
上
、
グ
ル
ー
プ
別
に
略
号
を
付
し
て
い
く
と
、

罰
金
徴
集
請
負
に
参
加
し
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
多
〈
に
コ
ル
ベ

i
ル
と
の
人
脈
関
係

を
確
認
し
う
る
。
更
に
、
略
号
を
付
さ
な
か
っ
た
者
の
中
に
も
、

人
脈
関
係
を
確
認
乃
至
推
定
し
う
る
人
物
が
い
る
こ
と
は
行
論
中
に
指

北
大
文
学
部
紀
要



コ
ル
ベ
ー
ル
と
フ
ィ
ナ
ソ
シ
エ

摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

従
っ
て
、
罰
金
徴
集
請
負
に
則
し
て
見
て
も
、

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

コ
ル
ベ

l
ル
の
プ
ィ
ナ
ン
シ
エ
利
用
の
あ
り
方
が
人
脈
関
係
に

フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ノレ

し
か
も
、

B
 

ベ
ー
ル
の
人
脈
関
係
は
新
た
な
ひ
ろ
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

uu
一
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

M
 

マ
ラ
ン
の
姻
戚
の
コ
キ
ィ
ユ
及
び
ラ
ク
ロ
ワ
と
も
人
脈
関
係
を
も
ち
、 コ
ル
ベ

l
ル
は
五
七
年
に
マ
ラ
ン
と

姻
戚
関
係
を
も
ち
、
そ
の
結
果
、

O
)
N
・

を
加
え
た
こ
と
に
な
る
仁
一
て
も
同
様
こ
、
ベ
リ
エ
と
の
人
脈
関
係
カ
彼
の
姻
戚
を
新
た
に
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
同

L
で
は
、
ダ
リ

B

I

 

エ
ス
ら
六
一
年
以
降
コ
ル
ベ

l
ル
が
保
護
し
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が
加
わ
り
、
更
に
、
そ
の
背
後
に
は
ラ
ン
グ
ド
ヅ
ク
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の

ハ
一
年
以
降
は
新
た
に
ソ
ナ
ン

の
一
族
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
も
彼
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。

一
回
が
い
る
。
岡
下
で
も
、
六
一
年
以
降
コ
ル
ベ

l
ル
の
人
脈
関
係
に
入
っ
た
フ
レ
モ
ン
は
一
人
で
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

フ
レ
モ
ン

フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
グ
ル
ー
プ
を
媒
介
に
人
脈
関
係
は
積
み
重
ね
ら
れ
、
更
に

効
カ
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註(
1〉

h
b
s
.詰
RHNA.0N
マ
守
、
・
』
口
町
、
ミ
ミ
.
h
h
.
0、.
5
2
h
b
s
u
同-
H
H
W
U
同)・

hHoo-

品。
H

・
こ
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
オ
ル
メ
ッ
ソ
ン
の
日
記
の
編
者

ジ
ェ
リ
ュ
エ
ル
が
日
記
刊
行
に
先
立
っ
て
公
け
に
し
た
エ
ス
キ
ス
も

参
照
。
〉
・
〈
U
F
b

門戸海
HwlUGH-nミ
ミ
宮
内
』
岡
、
ミ
向
。
S

丸町
h
。ミ
Z
N
L『明、

〈HaaMINa-u)
色、
bhu芯
』
』
2
5
h
s
。弘、
2
ご
ohn三
宮
、
。
』
を
な
、

、
。
、
き

ass-
司
R
F
H∞印
0

・
U
同】・討
l
芯
・
な
お
、
契
約
煩
か
ら

見
て
、
こ
の
請
負
契
約
は
罰
金
の
全
て
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

U
2
2
F

白ユ
-
F
M
M
-
H
u
g
-

(
2〉

清
算
の
手
続
は
六
一
一
年
頃
か
ら
準
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(
3〉
(
4〉

(

5

)

 

備
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ル
ベ
ー
ル
は
、
六
一

l
六
二
年
の

メ
モ
ワ
l

ル
で
罰
金
の
支
払
手
段
、
清
算
手
続
等
を
検
討
し
て
い

る
。
。
白
目
σ
2
1
f
h
ミ
マ
2
・
同
・
ロ

H
Z
同】白『昨日巾
w
H】司・

Hlω
・
既
に
こ

う
し
た
準
備
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
、
七
月
の
顧
問
会
議
裁
決
に

よ
る
罰
金
宣
告
の
三
ヶ
月
後
に
罰
金
徴
集
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

出
来
た
。

u
g
S円
ゲ
白

F

F
】O
円・門広・

0
m師団何『
F

同
門
?
?
同
y

∞ミ・

同
E
P
-
同ロロ由同一
O

H

・
〈
罰
金
宣
告
の
リ
ス
ト
に
は
、
減
額
さ
れ
た
者

の
額
及
び
証
書
で
支
払
わ
れ
た
額
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
〉



〈

6
)

例
え
ば
、
国
庫
財
務
官
、
ジ
ヤ
ナ
γ
・
ド
・
カ
ス
テ
ィ
l
ユ

H
m
g
e

包
白
色
刊
の
由
え
己
目
白
(
フ
l
ケ
の
姻
戚
〉
、

-7

・
パ
ズ
ニ
エ
ー
ル
が
保

有
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
官
職
、
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。
。
。
H
H
M
F

h
。
誌
な
M
W

耳
、

yqw
司
・
ニ
ゲ
叉
、
上
記
カ
ス
テ
ィ
I
ュ
、
及
び
シ
ャ

ン
パ
i
ニ
ュ
の
総
収
税
官
、
戸
グ
リ
ュ
ア

γ
の
清
算
に
つ
い
て
は

デ
セ
ル
も
参
照
。

u
g混
同
件
"
曲
三
・

H
W
U
・∞∞∞・

人
名
、
役
割
、
官
職
は
、
。
町
田
田
町
『

F
2
1同
-
F
Eロ
伺
同
町

H
2・

5ω
∞
)
・
に
よ
る
。
徴
税
請
負
人
と
し
て
の
活
動
の
う
ち
、
マ
ル
テ
ィ

ナ
ン
の
契
約
の
請
負
人
は
前
出
、
第
一
一
節
表

E
に
基
づ
く
も
の
。
グ

ル
ー
プ
分
け
は
、
筆
者
が
行
な
っ
た
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
名
称
も

筆
者
の
便
宜
上
の
呼
称
。

ジ
ュ
l
プ
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
六
五
年
二
月
一
一
一
日
の
裁
決
に
よ
っ
て
、

「
特
別
裁
判
所
の
財
務
官
に
し
て
収
入
官
可
宮
。
立

2
2
2
2
2
Z円

島
市
宮
の
伊
白

gσ
円
立
た
る
ベ
コ
は
受
け
と
っ
た
額
を
国
庫
に
納
入
す

る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。

H
o
g
g
昂
由
同
ケ
閃
E
A
S
h足
、
円
リ
ミ

~
v
q
?
?

HUHYω
由
・
但
し
、
フ
l
コ
l
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
ベ
コ
は
六
二
年
三

月
一
四
日
に
、
「
特
別
裁
判
所
の
収
入
を
行
な
う
べ
く
指
名
さ
れ
た
」

と
あ
り
、
彼
の
収
入
役
と
し
て
の
活
動
は
こ
の
時
点
か
ら
既
に
始
ま

っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
旬
。
ミ

s
b
町
民
ぬ
吋
白
星
川
む
一
H
h

』?
?

H

W

同cm

M

叶
日
立
田
口
守
-w
門
戸
広
古
川
凶
円
。
HMAr.C何
日

H
H
S
=・s
b目
、
。
』
な
mm
命、

h
問
、
守
、
句
、
。
、
.
、
諮
問
h
h
2
f
F
口
ゆ
℃
・

H
N
ロ
O
Z
A
F
・

六
一
年
当
時
、
エ
タ
地
方
富
山
、
田
島
尚

S
Z
の
総
管
区
も
含
め
王
国
に

は
二
二
一
の
総
管
区
、
か
あ
っ
た
。
円
相
当
ー
同
国
曲
。
u

同
州
』
芯
町
、
町
、
司
、
言
室
長

(
7〉

(
8
)
 

(
9
)
 

北
大
文
学
部
紀
要

同
-
〈
口
戸
時
。
唱
曲
円
円
四
四
司
唱
-

H

自
由
・
こ
の
う
ち
エ
レ
ク
シ
オ

γ
区
地
方

唱
曲
可
即
応
・
b
z
n
2
0
5
の
総
管
区
は
一
八
で
、
表

V
の
総
収
税
官
の
所

属
総
管
区
は
そ
の
う
ち
一
五
を
占
め
て
い
る
(
こ
の
表
に
出
て
こ
な

い
の
は
、
ァ
ミ
ア
ン
、
リ
オ
ム
、
ォ
ル
レ
ア
γ
〉
O

個
師

g
o
E
p
h
s

芯
ご
町
内

3
ミ
雪
道
b
s志
向
・
匂
・
N
叶
・
一
方
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ヲ

γ
は
グ
ル
ノ

l
ブ
ル
を
除
い
て
い
る
。
。
・

0
ロ
片
田
口
弘
司
同
町
芯
H
h
h
H
出

3
・

と
た
E
H帆
b
S
』
M
円割、
L

『。

U

ベ明、
hhι
旬
。
』
な
h
N
g
u
h
n
。
。
ロ
-
C
-
J
同》釦門町田
w

〈

叩

〉

]-D
由
也
湖
沼
・
申
申
・

大
き
な
請
負
で
は
従
来
か
ら
、
地
方
財
務
官
が
下
請
負
に
あ
た
っ
て

い
た
。
因
。
ロ
門
岡

g
p
h
a
内
リ
ミ
宮
ミ
ロ
ゼ
お
ミ
円
リ
ミ

~vqp
同月下

Nom-

N
O
由
・
や
や
特
殊
な
事
例
で
あ
る
が
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
父
ニ
コ
ラ
、
か
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ

l
の
オ
フ
ィ
シ
エ
に
対
す
る
臨
時
財
政
措
置
の
請
負
を

行
な
っ
た
時
、
実
際
に
現
地
で
徴
集
を
担
当
し
た
の
は
ル
l
ア
ン
総

管
区
の
エ
レ
ク
ジ
オ

γ
区
の
タ
イ
ユ
収
税
官
で
あ
っ
た
。

H
F町、
-u

-on・円泣い・

n
b
H
b
N
q宮
町
民

2
・
.
.
.
.
 ミ
ご
b
a同
2
号
q
b
N
F時
三
同
-
F
H
V・
NhH0・

0
2
8
2・
Z
?
同
T

U
・
お
NH
・
参
照
o

n
o
F
む

を

ミ

b
s札

b
n
g芝
、
官
。
L

号
、
g
n』
ミ
筒
、
n
b満足向叫
h
s
u

〈
OH
・ロ
-
H
Y
H
a
g
g
叶

ω
・

」「

~v叫
え
・
・
〈
O
F
H
同
・
匂
-
A
5
0
ロ
o
g
叶
一
∞

EWE-ぽ
F
己
、
.
三
H-w
匂
-aω

巾

丹

田

ρρ
・

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
テ
セ
ル
第
一
論
文
の
他
に
特
に
シ
ョ
l
シ
ナ

ン
・
ノ
ガ
レ
を
参
照
。
彼
は
保
護
・
家
族
関
係
・
財
政
上
の
タ
リ
エ
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日

)
(ロ)

(
刊
日
〉

(
U
)
 

(
日
)



コ
ル
ベ
ー
ル
と
フ
ィ
ナ
ソ
シ
エ

ン
テ
ー
ル
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の

bsz印
刷
)
何
回
(
編

成
)
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
七

O
J
一
0
0年
間
に
わ
た
っ
て
持
続

す
る
と
説
く
。
。
・
〈
UV笠
岡
田
曲
目
白
曲
目
仏

lzcmmw円
2LrhwhL『
E
R
E
S
-町、』

〈

問

〉

(
げ
)

九
時

h
b岩
崎
宮
島
氏
巴

DHU-HAF・

U
2
8『
グ
目
立
-
F
白ロ
5
5
N
-

〈U
F
H》叩吋

BEz--h弘、喝さな・
2
5
w
ミ
b

之
内
wHぷ
E
P
S
-
S
7
2
y

尽
。
lHMM・
門
戸
な
宮
門

U
2
8
2・
由
巳
・
ロ
・

HV・
5
H
0・
な
お
、
ソ
ナ

ン
は
ラ
ン
ド

w
y
F
鉱
山
会
社
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
な
っ
て
い

る
。
。
。
-
P
。、.口町
H-w
〈
D
】
・
出
場
閉
y
h肝
由
。
ロ
O
丹由斗・

U
O
H
E
n
-
8・
n
p
w
u・
ZAP-

U
2
2
2・
目
立
・
出
泊
予
お
ω品
ロ
c
g
ω
N・
デ
セ
ル
の
典
拠
は
、
〉
-

Z
・
開

ω由
。
〉
w
同
oNω
。.

。
o
-
P
也
、
.
同
町
子
〈
己
・
同
HWHYω
。mw-

前
出
、
第
二
節
註
(
川
崎
)
参
照
。
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
が
七
八
年
に
死

亡
し
た
後
、
海
軍
総
財
務
官
に
起
用
さ
れ
た
の
は
リ
オ
ム
の
総
収
税

官
リ
ュ
ベ
ー
ル
「
仏
柏
戸
口

σ開
門
円
で
あ
っ
た
。
デ
セ
ル
は
、
彼
、
が
ブ

ー
ル
ゾ
ュ
総
管
区
総
収
税
官
で
コ
ル
ベ
ー
ル
の
姻
戚
で
あ
っ
た
と
述

べ
て
い
る

0
0
2田
由
三
w
国
立
・
ロ

wMM・
お

H0・
し
か
し
、
ル
ゴ
エ
レ

ル
は
、
彼
の
父
が
、
フ

l
ル
ジ
ュ
総
管
区
の
総
収
税
官
で
、
彼
自
身
は

リ
オ
ム
総
管
区
の
総
収
税
官
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
姻
戚
関
係

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
会
社
の
理
事
の
一
人
ポ
ク
ラ
ン
司
onsロ
丘
町
ロ

の
義
理
の
兄
弟
に
あ
た
る
と
指
摘
す
る
の
み
で
あ
る
。

F
m
m
o
v
b
円四

r

h
S
3・h
』
。
之
内
、
』
町
民
昌
弘
、
b
E
Aぬ

Nb
ミ
号
室
h
h
H
Y
叶
o
l
J
P

(
山
由
〉

〈

m
m
)

〈
初
)

(

幻

〉

(

忽

〉

な
お
、
リ
ヨ
ン
も
り
オ
ム
も
海
軍
関
係
の
支
出
が
行
な
わ
れ
る
地
域

(
海
軍
資
材
供
給
地
)
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
総
管
区
の
税
収
は
海

寧
支
出
用
の
財
源
と
し
て
指
定
を
う
け
、
現
地
で
(
国
庫
に
送
ら
ず

に
)
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
に
海
軍
総
財
務
官
職
に
総
収

税
官
を
起
用
す
る
利
点
が
あ
っ
た
。
海
中
阜
支
出
指
定
財
源
の
内
訳
は
、

ル
ゴ
エ
レ
ル
に
よ
り
七
四

l
八
三
年
の
う
ち
八
ヶ
年
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
。

L『とえ・・開}同】・

HNOiHN叶・

シ
ョ
l
シ
ナ
ン
・
ノ
カ
レ
の
研
究
を
参
照
。
。
町
田
ロ
白
色
白
血
口
弘
1
1
Z
0
・

m同門巾
F
也、・同町民
74mロ
匂
同
門
江
口
ZHFm『
w
日ロ
2
1
0
弘己円件目。回
w℃
HM-HHlN日-

H
F
町民
ζ

同】同
y
]
{
日・]戸也・

フ

l
ケ
へ
の
貸
付
に
つ
い
て
は
、

U
g
F
M耐
え
・
ロ
w
H
Y
U∞
・
叉
、
フ

l
ケ
の
一
族
の
或
る
者
が
一
六
四
三
年
頃
ラ
ン
グ
ド
ッ
タ
に
移
り
住

み
、
こ
の
地
方
に
婚
姻
等
を
通
じ
て
根
を
お
ろ
し
て
き
た
。

〈
UV由
民
団
曲
目
口
吉
弘
l
z
c
m同
門
色
"
。
、
・

n
p
w
同y

g・

U
2
2
F
恒
三
・
ロ
w
同y
E
C吋・

5
日仏
-
w

也・

5
ロ
・
デ
セ
ル
は
、
コ
ル
ベ

l
ル
が
、
官
職
を
保
有
し
て

い
る
オ
ピ
タ
ル
一
克
師
玄
白

H-bnv曲
目
仏
叩
円
出
。
HMMgH
に
干
渉
し
た
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ル
ベ
ー
ル
史
料
集
で
の
ク
レ
マ
ン
の
註

に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
職
は
オ
ピ
タ
ル
夫
人
の
保
有
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
彼
女
の
亡
夫
は
ド

i
フ
ィ
ネ
の
総
収
税
官

の
ド
・
ボ
ル
ト
司
・
仏
巾
唱
。
円
件
叩
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ク
レ
マ

γ

に
よ
れ
ば
、
オ
ピ
タ
ル
元
師
は
六

O
年
に
死
亡
し
て
彼
女
は
再
び
寡

婦
と
な
っ
て
い
る
o

。。目

σ
2・p
h
ミ
守
同
?
?
♂
也
-uJ10
目。
g
N・
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(
お
〉

(
川
此
〉

(
お
)

(

叫

山

)



(

幻

〉

や
が
て
七

O
年

に

、

彼

女

は

ポ

ー

ラ

ン

ド

王

の

カ

ジ

ミ

l

ル

。
白
色

B
可
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
ダ
リ
エ
ス
の
軍
需
関
係
諸
事
業
に
つ
い
て
は
、
。
・
玄
白
2
5
・

h
b
旬
、
.
b
s
民
同
町
宮
叫
H
h
b
同
時
三
h
』
q
H
h匂

N
h
司
、
b
h
昔
、
九
億
w
h
b
h
h
2
N
L
『
で
w

喝
同
門
戸
田
w
同
∞
沼
y
u
・
日
m
w
w
H
)
目
以
・
同
∞
品
同
∞
吋
山
の
o
z
u
口
、
.
同
町
時
-
w
〈
O
H
-
H
H
U

匂
匂
・
ω
ω
ω
一
ω
品
∞
・

内。、、

.2』
u
b
s
n
叫
b
R
河
内
巴
九
若
宮
町
』
目
、
ミ
守
、
』
。
E
N
ぬ
芯
句
s
h
w
え
A
N
h
b
h
h
民
』

N
H
F
?
F
E
u
-
H
叶
H
l
H
芯
・
(
ロ
0
1
H
一
月
三
日
付
、
地
方
の
一
一
一

身
分
の
嘆
願
。
ロ
。
叶
∞
日
一
月
五
日
付
、
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
、
プ
ゾ
ン

回

2
0ロ
由
の
コ
ル
ベ
ー
ル
へ
の
私
信
。
)

。
町
田
口
由
回
目
白
血
豆
i
z
c
m
R
F
町
、
・
n
p
w
同
)
・
N少

ωN・

ベ
ノ
!
テ
ィ
エ
は
十
七
世
紀
後
半
を
代
表
す
る
大
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の

一
人
と
恩
わ
れ
る
。
彼
の
活
動
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
は
門
リ
ロ
ミ

2
・

h
u
b
唱
え
お
お
内
向
一
b
ミ
ヨ
ぎ
な
守
む
叫
ぞ
同
・
・
・
・
・
・
同
-
H
H
T
U
℃
・
J

可
申
由

l∞
C
口
1

・

匂
℃
・
∞
吋
E
i
l
∞
斗
一
ご
の
O
H
H
}
叩
同
.
F
h
ミ
問
、
n
F
♂
同
-
H
H
一
日
。
℃
同
一
三

-pu-v・印{}叶
l
a

印。∞・以
上
は
、
貿
易
会
社
、
鉱
山
会
社
、
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
l
ル
に

関
す
る
も
の
で
、
財
政
活
動
に
関
す
る
も
の
は
少
な
い
。
コ
ル
ベ
l

(
叩
泊
)

(
m
m〉

(
却
〉

北
大
文
学
部
紀
要

ル
史
料
集
の
中
で
は
、
彼
が
地
方
三
部
会
工
作
用
に
提
供
し
た
資
金

の
返
済
を
求
め
、
こ
と
は
機
密
を
要
す
る
と
し
て
手
元
に
管
理
し
て

い
る
上
納
金
か
ら
控
除
す
る
方
法
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
手
紙
が
注

目
さ
れ
る
。
。
o
H
σ
叩
円
一
F
h
a
守

2
・
?
〈
H
F
H
Y
A
芯
ー
日
・
(
六
二
年
三
一

月
の
手
紙
)
更
に
、
彼
の
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
参
照
。

玄
E
t
p
同
ご

E
E
E
G
-
h丸山
F

3

・
Hoo-sr
肘

-
H
J
E
4・

q
b
』
辻
吉
町
内
之
内
』
ミ
』
唱
巴
誌
で
。
町
、
む
誌
な
b
h
N
G
え
室
内
尽
き
芯
z
h
w
司
白
片
山
田
地

g
g
w
H
V
ヲ
ロ
A
H
I
H
H
町
一
の
F
E
由
回
目
白
血
白
色
l
z
o
岡
田

2
7
也
、
・
n
p
W
3
・

(
出
)

Nmw1ω0・

例
え
ば
、
ベ
ノ
l
テ
ィ
エ
は
レ
ヴ
ア

γ
ト
会
社
に
地
方
財
務
官
僚
の

一
群
を
糾
合
し
て
い
る
。
。
F
O
Z
M
出
田
町
口
印
ロ
仏
Z
O
岡
田
門
司
件
二
回
、
・
n
p
w

U
H
U
・
5
ω
I
H
S
-
叉
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
鉱
山
会
社
に
は
、
ル
-
セ
ッ
タ

の
他
、
罰
金
徴
集
請
負
に
参
加
し
た
ダ
リ
ベ
ー
ル
⑤
、
ボ
ア
ン
⑧
、

デ
ザ
リ
ュ
ス
⑧
が
加
わ
っ
て
お
り
、
更
に
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
運
河
建

設
の
中
心
人
物
リ
ケ

m
z
z
Z
も
加
わ
っ
て
い
る
。
。
o
H
P
己
、
-

n
ご
-
u
〈
。
]
・
ロ
・
司
・
品
目
C

ロ
O
門
司
叶
・

-
7

ン
グ
ド

y
p
運
河
に
つ
い
て

は
、
平
井
氏
の
論
稿
を
参
照
。
平
井
寿
章
フ
フ
ン
グ
ド

y

F
運
河
建

設
|
l
一
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
一
事
業
|
i
」
。

一 85



コ
ル
ベ
ー
ル
と
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ

結
一
び
に
か
え
て

コ
ル
ベ
ー
ル
の
財
政
掌
擦
の

る
た
め
に
、

の
乎
掛
り
と
し
て
、

ル
ベ
!
ル
が
王
醒
財
政
の

い
手
ア
ィ

中
ノ
ン
シ
エ
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か

た
も
の
で
あ
る
ο

の
研
究
で
は
、

ツ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の

に
お
い
て
人

原
盟
関
係
の

っ
た
。 に
焦
点
を
る
て
て
、
中
央
財
政
機
格
、

一
に
中
央
財
政
機
構
で
は
、

た
授
認
が
注
鼠

て
お
り
、

本
稿
で
は
、

コ
ル
ベ

i
ル
登
場

の

つ
の
局
面
に
則
し
て
人
脈
関
係
の

の
摺
戚
及
び
配
下
の
ツ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が

独
占
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

第

?と

に
認
し
て
は
、
塩
税
韓
請
負
の

な
っ
て
い
た
マ
、
ザ
ラ
ン

の
グ
ル

i
ブ
が
排
除
さ
れ
、
代
っ
て

86 

コ
ル
ベ

1
1
N
と
人
脈
関
係
を
も
っ
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
が

こ
と
を
確
認
し

ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
の
顔
触
れ

っ
た
J

よか、

い
て
い
る
点
で
は
マ
ザ
ラ
ン
脇
村
代
と
類
似
し

の
が
あ
る
。

宣
告
及
び

も
人
脈
関
係
が
大
き
な

及
ぼ
し
て
い
る
。

の
宣
告
を
う
け

は
や
央
財
政
機
構

め
て
い
た
ブ
ィ
ナ
ン
ジ
エ
と

の
グ
ル

i
ブ
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

コ
ル
ベ

l
々
が

8
ら
の
人
脈
関
係
に
よ
る
財
政
掌
握
の
た
め
に
排
除
し
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ

に
対
し
て
、

か
ら
罰
金
を
と

て

参
加
し
た
ブ
4

ナ
ン
シ
エ
!
ー
は
コ
ル
ベ

i
ル
と
人
総
額
時
を

も
つ
人
物
マ
あ
り
、
彼
の
下
で

な
り
、
或
い
は
伎
の

に
総
収
税
官
職
会
得
た
人
物
で
あ
っ
た
。

、
間
前

に
参
加
し
た
人
物
を
フ
ィ
ナ
ン
シ
広
の
グ
ル

i
プ
別

て
い
る
こ
と

た
結
果
、

コ
ル
ベ

i
札
げ
の
人
脈
関
係
が
グ
ル
ー
プ
を
媒
介
に

、J
O 

無
論
、

の
検
討
し
た
一
一
一
つ

士コ

ノレ
件、

ノレ

い
は
彼
の

は
限
ら
な
い
。
一
父
、
人



訳
関
係
の
利
用
の
意
味
及
び
そ
の

は
絶
対
王
政
期
の

経
済
構
造
と
の

に
お
い
て
明
ら
か
に

る
べ
き
も
の

れ
、
こ
の
白
川

し
か
し
、
少
な
く
と
も
本
稿
の
検
言
で
確
認
し
う
る
の
は
、

仰
に
基
づ
く
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
利
用
が
進
め

ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
追
及
で
始
ま
っ

て
検
討
し
た
い
。

た
コ
ル
ベ

i
i
N
財
致
も

で
は
当
初
か

こ
れ
が

の
有
力
な
手
段

と
な
や
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

に
、
こ
れ
迄
と
り
あ
げ
て
き
た
事
僚
か
ら
、

コ
ル
ベ
;
ル
の
ブ
ィ
ナ
ン
シ
エ
制
約
用
の
い
ま

つ
の
特
徴

を
指
摘
し
て

と
、
み
乙
二
、

o

h
v
カ
占
八
ナ

J
L

士、

コ
ル
ベ
ー
ル
が
関

の
人
物
乃

総
収
税
官
を
晃
て
も
、
徴
税
請
負
を ル
;
ブ
に
い
く
つ
か
の

に
行
な
わ
け
牧
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
中
火
財
政
機
構
を
見
て
も
、

こ
の
よ

も
、
更
に

は
と
り
あ
げ
る
こ

か
っ
た
が
、

王
立
γ

同
じ
家
門
、
時
間
、
じ
グ
ル
ー
プ

47f一
が
多
い
。

れ
た
グ
ル

i
ブ
に
よ
る
諸
活
動
の
結
合
は
、

ア
ィ
ナ

ン
シ
品
の

の
性
格
を
如
実
に

る
も
の
で
あ
る
と

く
ツ
ィ
ナ

γ
シ

の
必
然
的
締
結
合

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
結
合

;
l独
占

の
担
臨
床
と
な
っ
て
コ
ル
ベ

i
ル
財
政
破
綻
の
婆
毘
と
な
ら
な

87 

か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

門
付
裂
い

本
首
燃
は
、

/に

fヘ

九
七
八
年
五
月

部
隊
、
於
九
州
大
学
)
に
お
け
る
毅
告
に
加
筆
し
て
五
刃
一
一

日
に
脱
稿
し
た
も
の

マ
お
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
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